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序

茨城県は男　児圭の均衡ある発展を念頭におきながら地域の特性を生

かした振興を図るためにタ　高規格幹線道路などの根幹的な県土基盤の

、′J′　′、ヽ　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　ノ　、

北開廃自動車道建設事業もタ　その目的に添って計画されたものであり

ます。

このたびタ　日本道路公団はタ　笠間市福原⑳上加賀田地区においてタ

北関東　動車道　協和～友部　建設事業を決定いたしました。この事

業地内には埋蔵文化財包蔵地である中山遺跡夕　福原打越塚群学　士加賀

関宮後東遺跡が所在します。

財団法太茨城県教育財団はタ　日本道路公団から埋蔵文化財発癌調査

事業について委託を受け　平成摘年7月から9月まで発癌調査を実施

しました。

本書はタ　中山遺跡夕　福原打越塚群夕　上加賀田宮後東遺跡の調査成果

を収録したものです。本書がタ　学術的な研究資料としてほもとよ軋

郷士の歴史に対する理解を深め　ひいては教育⑳文化の向上の一助と

して御活用いただければ幸いです。

なおタ　発癌調査から報告書の刊行に至るまでタ　委託者である日本道

路公団から多大なる御協力を賜りましたことに対しタ　厚く御礼申し上

げます。

またタ　茨城県教育委員会夕　笠間市教育委員会をはじめ男　関係各位か

らいただいた御指導夕　御協力に対しタ　衷心より感謝申し上げます。

・′′・′　、

財団法人　茨城県教育財団

理事長　斎　藤　佳　郎
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i　本書は，日本道路公団の委託により，財団法人茨城県教育財団が平成14年7月1日から9月30日まで発掘
・・・’…

調査を実施した芦　茨城県笠間市太字福原字八幡台536番地の目蓋かに所在する中山道鈍　間市太字福原字横
ふくはらうらこし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′かみ∴か′いた

倉3755番地の8ほかに所在する福原打越塚乳　同市太字上加賀田宮後1902番地の1ほかに所在する上加賀田
みや－ノノ）、ミjし

宮後東遺跡の発掘調査報告書である。

2　各遺跡の発掘調査期間及び整理期間は，以下のとおりである。

中山遺跡

調査　平成14年8月1日～平成摘年8月31日

整理　平成16年2月1日～平成16年2月29日

福原打越塚群

調査　平成14年9月1日～平成14年9月30日

整理　平成16年3月1日～平成16年3月31目

上加賀田宮後東遺跡

調査　平成14年7月1日～平成14年9月30日

整理　平成15年9月1日～平成15年10月3日］

3　各遺跡の発掘調査は，調査第二課長鈴木美治のもとタ　以下のものが担当した。

中山遺跡

調査第1班長　萩野谷　悟　平成14年8月1日～平成14年8月3日］

主任調査員　　横倉　要次　平成14年8月1日～平成14年8月31日

主任調査員　　榊　　雅彦　平成14年8月1日～平成14年8月31日

福原打越塚群

調査第1班長　萩野谷　悟　平成14年9月1日～平成14年9月30日

主任調査員　　横倉　要次　平成14年9月1日～平成14年9月30日

主任調査員　　榊　　雅彦　平成14年9月1日～平成14年9月30目

上加賀田宮後東遺跡

調査第1班長　萩野谷　悟　平成14年7月1日～平成14年9月30日

主任調査員　　川上　直登　平成14年7月1日～平成14年9月30日

調　査　員　　早川　麗司　平成14年7月1日～平成14年9月30日

4　各遺跡の整理及び本書の執筆昏編集は，整理第二課長鶴見貞雄のもと，以下のものが担当した。執筆分担

は，以下の通りである。

横倉　　例言，凡例，抄録，第3章，第4章

早川　　第1章，第2章，第5章

5　上加賀関宮後東遺跡出土の墨書土器の判読については，国立歴史民俗博物館の平川南副館長兼教授に，中

山遺机　上加賀田宮後東遺跡の石器ゆ石製品の石材については，茨城県立自然博物館の飯田毅主任学芸鼠

小池渉副主任学芸員にそれぞれ御指導をいただいた。



凡　　　　例

1各遺跡の地区設定は，日本平面直角座標第Ⅸ系座標を原点とし，中山遺跡はⅩ＝＋38，400m，Y＝＋

31，100mの交点を基準点（Alal）とし，福原打越塚群はX＝＋37，840m，Y＝＋31，800mの交点を基準点（A

l。l）とし，上加賀田宮後東遺跡はX＝＋37，880m，Y＝＋38，200mの交点を基準点（Alal）とした。なお，

この原点は，日本測地系による基準点である。

大調査区は，この基準点を基に遺跡範囲内を東西南北各々40m四方の大調査区に分割し，さらに，この大

調査区を東西・南北に各々10等分し，4m四方の小調査区を設定した。

大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，北から南へA，B，C…，西から東へ1，2，3

…・とし，「Al区」，「B2区」のように呼称した。さらに小調査区は，北から南へa，b，C…j，西か

ら東へ1，2，3…0とし，名称は，大調査区の名称を冠して「Alal区」，「B2b2区」のように呼称した。

2　抄録の北緯及び東経の欄には世界測地系に基づく緯度・経度を（）を付して併記した。

3　実測図・一覧表・遣物観察表等で使用した記号は次のとおりである。

住居跡－SI　土坑一SK　井戸跡psE　溝跡－SD　掘立柱建物跡－SB

塚一TK　柱穴－P　撹乱－K

4　土層観察と遣物における色調の判定には，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著　日本色研事業株

式会社）を使用した。

5　土層解説中の含有物については，各々総量で記述した。

6　遺構及び遺物の実測図中の表示は次の通りである。

焼土・旧表土・粕・赤彩［コ　炉・火床面・繊維土器断面・石器使用痕・被熱痕□

竃部材・粘土・炭化材・黒色処理［コ　油煙・煤・炭化物匪∃　硬化面一一一一一

土器●　　土製晶○　　石器・石製品□　　金属製品△

7　遺構・遣物実測図の作成方法については，次のとおりである。

（1）遺構全体図は中山遺跡が300分の1，福原打越塚群が200分の1，上加賀田宮後東遺跡が250分の1で掲

載し，遺構は60分の1に縮尺して掲載したが，異なる場合もある。

（2）遣物は3分の1に縮尺して掲載したが，異なる場合もある。

（3）文字資料のうち，焼成前に線刻されたものを「ヘラ書き」，焼成後に線刻されたものを「刻書」と分け

て記述した。

8「主軸方向」は，炉または竃の中心と出入り口を結んだ軸線あるいは南北の柱穴を結ぶ軸線を主軸とみな

し，その主軸が座標如、らみて，どの方向にどれだけ振れているかを角度で表示した。（例　N－100－E）

9　遺物観察表の記載方法は次のとおりである。

（1）計測値の単位は，cm及びgで示した。なお，現存値は（），推定値は［］を付して示した。

（2）備考の欄は，残存率や写真図版番号等，その他必要と思われる事項を記した。

（3）遣物番号については通し番号とし，挿図，観察表，写真図版に記した番号は同一とした。

10　遺構一覧表における計測値は，現存値は（），推定値は［］を付して示した。
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所　 収　 遺　跡

宗 り在が 志　 コード 北 緯 東 経 標 高 i 調査期間
調査原因

中　山　 遺　跡 藻巌 挙晶 笑等巌 082 16　 36度　 用 度　 87　 20020801 北関東自動

竿先靂苗536番地の 1＿　　　 2紛 1紛　 ～　　 ～ 1タ850。58r迂車道 （協和

ほか　　　　　　　　　 125　　 36秒　 55秒　　 鋸m　 20020831 ～友部）建
！′36感 ！‾140療 設事業に伴

20分 10分ノ［ う事前調査

577．0品

86 1。68汀f

＼、桐 畑 漣 噺

福原打越塚群 迷霧箪靂姦表芸睾巌 08216　 36度 1朝度　 79　 2002090 1

L・キい　トー　｝筆議碁3755番地の 8 ほ　　　 20分 1．1分　 ～　　 ～

か　　　　　　　　　　　 0射　　 24∵秒　 17秒　　 82m　 20020930

！3線 満 40療

20分i 仕斜

㌔、、35畔 上鵬麟

圭加賀田宮後鹿追癖 茨城県等
7

義着実宇呈表白 08216　 36度 138度　 38　 20020701

義晶．首遠）1902番地の且　　　 2時　 55分　 ～　　 ～

′蓬か　　　　　　　　　 ：l＿58　　 26秒　 32秒　　 40m　 20020930

！36鹿骨 138度

20分； 55分 j

恒碗恒嘩
所 収 遺跡 名 i 種 別 「 兢 時代 ！ 主な遺構 i　 主な遺物　 i 特記事項

中　山　遺　 跡 狩猟場跡 縄　 文　 時　 代　 竪穴住居跡 1 軒　 縄文土器 （深鉢）　　　 縄文時代から古墳時

集 落 跡 陥し穴　　 6 基　 石器 （石鉄夕　石匙夕　凹石夕　代までの複合遺跡で

土坑　　　 8 墓　 石皿）　　　　　　　　 ある。縄文時代早期

古　 墳　 時　 代 土坑　　　 ユ基　 土師器 （増）　　　　　 から前期にかけてのそ　の　他

時　 期　 不　 明「士坑　　　 29基　　　　　　　　　　　　 狩猟場跡 と集落の一一…ぶ

部が確認された。



福原打越塚群 集 落 跡 縄　 文　 時　 代 竪穴住居跡　 2 軒 縄文土器 （深鉢）

石器 （石鉄）

旧石器時代から近世

までの複合遺跡であ

る。縄文時代前期の

集落の一部と，近世

以降に形成 された墓

域 と塚群が確認され

た。

塚　　 群 近　　　　　 世 塚　　　　　 4 基 瓦質土器 （鉢）

陶器 （小皿）

金属製品 （鉄釘，煙管）

古銭 （寛永通貨）

墓　　 域 墓墳　　　　 2 基

そ　の 他 奈良◎平安時代 士坑　　　 1 基 土師器 （杯，婆 ）

須恵器 （杯，高台付坪，蓋）

士製品 （紡錘車）

不　　　　　 明 土坑　　　　 6 基

溝跡　　　 1 条

上加賀田宮後東遺跡 集 落 跡 平　 安　 時　 代 竪穴住居跡　 6 軒 土師器 （杯，椀，高台付皿，平安時代の集落跡 と

土坑　　　 1 基 甑）

須恵器 （杯，襲）

灰紬陶器 （椀）

石製品 （支脚，砥石）

土製品 （支脚）

近世の建物跡が確認

された。平安時代の

竪穴住居跡からは，

墨書土器が多数出土

した。

そ　の 他 近　　　　　 世 掘立柱建物跡3 棟

井戸跡　　 1基

瓦質土器 （火鉢）

陶器 （措鉢）

石製品 （砥石）

そ　　 の　　 他 士坑　　　　 47基

ピット群 1 か所
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第1章　調　査　経　緯

第1節　調査に至る経緯

日本道路公団は，常陸那珂港と北関東の各主要都市を結ぶ北関東自動車道の早期開通をめざしている。

平成10年11月4日，日本道路公団東京建設局水戸工事事務所長は茨城県教育委員会教育長あてに，北関東自

動車道建設事業地内における埋蔵文化財の所在の有無とその取り扱いについて照会した。これを受けて茨城県

教育委員会は，平成10年12月15日から12月18日に中山遺跡と福原打越塚群の現地踏査を，平成12年6月19日に

上加賀田宮後東遺跡の現地踏査を実施し，遺跡の所在を確認した。平成13年2月26～28日に中山遺跡と上加賀

田宮後東遺跡の試掘調査を，平成13年7月12日に福原打越塚群の試掘調査を実施した。平成13年3月28日，茨

城県教育委員会教育長は日本道路公団東京建設局水戸工事事務所長あてに事業地内に中山遺跡が，平成13年8

月8日には，上加賀田宮後東遺跡と福原打越塚群が所在する旨回答した。

平成14年2月23日と2月25日に，日本道路公団東京建設局水戸工事事務所長は，茨城県教育委員会教育長に

対して，文化財保護法第57条の3第1項の規定に基づき，土木工事等のための埋蔵文化財包蔵地の発掘につい

て通知した。平成14年2月29日，茨城県教育委員会教育長は，計画変更が困難であることから，記録保存のた

めの発掘調査が必要であると判断し，日本道路公団東京建設局水戸工事事務所長あてに，工事着手前に発掘調

査を実施するよう通知した。平成14年3月1日，日本道路公団東京建設局水戸工事事務所長から茨城県教育委

員会教育長あてに，北関東自動車道建設に係わる埋蔵文化財発掘調査の実施について協議書が提出された。そ

の結果，平成14年3月1日，茨城県教育委員会教育長から日本道路公団東京建設局水戸工事事務所長あてに，

中山遺跡，上加賀田宮後東遺跡，福原打越塚群について，発掘調査の範囲及び面積等について回答し，併せて

埋蔵文化財の調査機関として，財団法人茨城県教育財団を紹介した。

財団法人茨城県教育財団は，日本道路公団から埋蔵文化財発掘調査事業について委託を受け，平成14年7月

1日から9月30日まで上加賀田宮後東遺跡の，平成14年8月1日から8月31日まで中山遺跡の，平成14年9月

1日から9月30日まで福原打越塚群の発掘調査を実施することとなった。

第2節　調　査　経　過

各遺跡の調査経過については，下表のとおりである。

中山遺跡　　　　　　福原打越塚群

年月

工程

平成14年

8 月

調 査 準備

表　土　除 去 口

遺 構 確 認 □

遺 構 調 査 】

饗宴壷産品 I

上加賀田宮後東遺跡

ー1－



ノ／ノ：′、　　　　　　　　　．一／、

第温節　地理的環境

中山遺跡の福原打越塚群は茨城県笠間市太字福原にプ　上加賀田宮後東遺跡は茨城県笠間市大学士加賀田に所

在している。笠間市は県中央部の西端ブ　八溝山地の南西部に位置している。鶏足と筑波の二山塊に囲まれた盆

地状の地形であり，市域の大部分が丘陵である。平地は湖沼川やその支流である中小河川沿いに形成されてい

るが，市域の中で占める割合は少ない。

中山遺跡は笠間市南西部に位置しタ　吾国山（標高518m）から北西にのびる標高約90mの丘陵上にあり，谷

津田を望む緩斜面に立地している。永田南との比高は約21mであり蟄　調査前の現況は山林である。福原打越塚

群は中山遺跡より東方約6腑mの標高約80mの丘陵上にあ畑　中山遺跡と同じく谷津田を望む丘陵緩斜面に立

地している。水田面との比高は約13mであり，調査前の現況は山林である。上加賀田宮後東遺跡は笠間市南部

に位置し言固沼川右岸の丘陵上にある。この丘陵の最頂部の標高は約61mであり，今回の調査区は南斜面の標

高約購m付近から標高約36mの平地であり，調査前の現況は畑地である。

第2節　歴史的環境

笠間市内の遺跡は，茨城県遺跡地図日に170遺跡が登載されている。各遺跡の詳細についてはタ　笠間市史編

さん事業の－一環で，市内全域を対象とした分布調査が筑波大学によって実施され，遺跡地名表と遺跡地図，代

表的な遣物も図示しながら詳細にまとめられている2）。この調査結果と発掘調査事例をもとに中山遺跡く①〉，

福原打越塚群く②〉，上加賀田宮後東遺跡く③〉の周辺遺跡について記述する。

中山遺跡は平成13年に発掘調査が行われ，縄文時代と平安時代から近世までの複合遺跡であることが判明し

た：う）。縄文時代の遺構は確認されなかったものの，早期後半，前期後薬，中期，後期の遣物が出土しており，

何らかの営みがあったことが想定される。本格的に集落が形成されたのは9世紀後菓からであり，11世紀前菜

まで継続する。住居の規模⑳竃の向きや位置が時期ごとに変化しており，その変化は同時期では共通している

ことが分析されており，「同一郷内の動き」と報告されている。
ふくはらはら

中山遺跡から谷筋を挟んだ東方約1kmの標高約90mの丘陵上に福原原遺跡く12〉が位置している。平成6年

に奈良◎平安時代の集落跡が調査され4㌧　8怪凝代（2軒），9世紀代目率軋　時期不明　0軒）の竪穴住居

跡，平安時代の掘立柱建物跡が確認されている。墨書土器が4点出土しておりブ釈文は「足」「足ヵ」「□」「□」

と報告されている5）。谷筋を挟んで対噂するふたっの集落は，福原原遺跡が先に形成されるが，共存する時期

があったものと考えられる。両地区は中世もしくは近世になると墓域として使用され，土地利用の変換が見ら

れる。
ニく7ネ

平安時代の集落跡としては，上加賀田宮後東遺跡の東方約1kmに位置し，平成14年に発掘調査された小組

遺跡がある6）。調査では言固沼川を望む東斜面から裾部にかけて竪穴住居跡が14軒確認され，出土土器に須恵

器供膳具が無いことや土師器から，上加賀田宮後東遺跡の集落跡と同時期のものと考えられる。
いしい

上加賀田宮後東遺跡と中絶遺跡から湖沼川に沿って平地をさかのぼると，直線距離で約5kmの所に石井遺

跡群く27〉が位置している。その中の石井台遺跡が昭和47年に調査され㌦竪穴住居跡29軒，掘立柱建物跡7棟，

12－



士坑1基が確認されている。集落の変遷は6期に区分され，1期が8世紀中頃，2期が8世譲己後半，3期が9

世紀前も4期が9世紀中頃タ5期が10世紀中頃ブ6期が10世紀後半とされている。主な遺物としては了中火殿」

「中」「三和田」「三」と書かれた墨書土乳　平瓦，陰刻花文が施された緑紬陶器椀が挙げられている8）。

石井遺跡群は平成14年にも茨城県教育財団が発掘調査を行い，遣物集中地点1か所，竪穴住居跡1軒を確認

している。出土した須恵器が多種多様であり，杯底部に「厨」と刻まれていることや円面硯が出土しているこ

とから，官衛遺跡との関連性が考えられている9。笠間市は律令期の行政単位でいうと，新治郡に属する。市

内には東山道と東海道を結び，常陸国府に至る連絡路の起点である「大神駅家」が存在したと推定されている。

その位置は諸説があり10），発掘調査では確認されておらず不明な点が多い。駅家や古道の位置の考古学的な確

認はもとより，石井台遺跡のような拠点集落および一般集落と，駅路の歴史的位置づけが今後の課題である。

中山遺跡，福原打越塚群，上加賀田宮後東遺跡の周辺遺跡を，発掘調査された奈良。平安時代の遺跡を中心

にみてきたが，その他の時代は筑波大学の分布調査報告を中心に時代順に概観していくことにする。
舌jとと　　　　　　いしさき

旧石器時代の所産と考えられる細石刃は，本戸城跡く34〉，石崎遺跡く39〉からそれぞれ1点ずっ採集されて

いる。前者はチャート製，後者は貢岩製であるlり。西田遺跡からは神子柴型磨製石斧の末製品が1点報告され

ている。この石器は旧石器時代終末から縄文時代開始期の「神子柴◎長者久保文化」の特徴的な石器のひとつ

である。

縄文時代の遺跡では，中山遺跡において縄文早期後半から前期前半の土器群が出土しており12），石崎遺跡か
かにさわ

らは田戸下層式期，関山式期，蟹沢遺跡く45〉からは開山式期の土器片が採集されている。また，周知の遺跡以

外からも早期後薬や前期後薬の土器群も確認されており，山間部の縄文時代の資料が増えつつある。
くらうしろ

弥生時代の遺跡では，上加賀国営後東遺跡，蔵後遺跡く38〉から中期後半の足洗式併行と考えられる土器が採

集されている。上加賀田宮後東遺跡の平成14年の発掘調査では，この時期の土器は確認されていない。

古墳時代の遺跡は，筑波大学の調査では，散布地11，古墳（群）16，計27遺跡が確認され，『茨城県遺跡地

図』では36遺跡（うち古墳群11か所，古墳約56基）が登載されている。
はくろ　　　　　　むれみね　　　　　ふくはら

中世から近世にかけての遺跡は，城館跡，塚（塚群）などがあり，羽黒山城跡く6〉，棟峯城跡く7〉，福原
いなた　　　　　　　　　　　たきさわ　　　　ノJ、，j＿　　　　かさ藍し〔ノしylノし≠）やしき　　　　じし。′うかん

城跡く11〉，稲田城跡く14〉，本戸城跡く34〉，滝沢塚群く51〉，麓城跡く54〉，笠間城主下屋敷跡く57〉，時習館跡
てんのう　　　　　あらち圭え

く58〉，天王塚く63〉，荒地前塚く64〉がある。

※　文中の　〈　〉　内の番号は，第1～3図，表1の遺跡番号と同じである。
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第1図　中山遺跡，福原打越塚群周辺遺跡位置図
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（凶中の●は古墳（群），▲は塚，■は城館を示す。）



第2図　上加賀田宮後東遺跡周辺遺跡位置図
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表且　中山遺跡夕　福原打越塚群夕　上加賀田宮後東遺跡周辺遺跡一覧表

！　 時　 代　　 Ⅲ＋ ＋＋＋ i　 時　 代
番　　　　　　　　　　　　 目番

遺跡名　 雲縄弥古李㌍ 侶　 遥欄 名　 標骨 ㌍ 閃 ㌍号　　　 器文生墳平匪酷　　　 暑文生墳平腱世
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睦担墜璽塑墜薮」」融コ頭重匡睦匡コ重蓬二重コ「「「司司
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腑梯　峯　城　跡i i i i i io i i困水根平針頑　 巨可 i 日日
睦姓」堅遅二曳」或勇司＝E E 陸逐二重衰亡可「司「　 日日
漣墜逆運望避」」」可コココ重⊆三重逐逐E F 「「同日
或生堅旦望遵L J 」逗上土七重垂二重衰亡或コ司「「司「
亜蛙塗」堅選」L L 日日回「同尚塚堅遅」軋」旦「匡汗可「
中　原原遺跡i o i　 回　 Ⅲ 購添　川　遺　跡i oi　 回目
虫を…」堅…遵虹⊥裏二に玉江ココ匝匝二重＝亘二面コ「「苦汁「「
適し旦遵」軋⊥上手下笹「閣滝　堅選」軋⊥十 「「河
且可白石南遺跡i i i i i ioⅢ 5車　 種　遺　跡「「 i io回「
吏生＿二と＿曇軋⊥」二に王立望コ匝巨二重二重二重コ茸「千丁君「
題堅旦遵」軋土工ⅢコヱⅢ逐二重＝頚ココ丁羊停刊
18 太　 塚　　 古　 墳　　　　　　 0　　　　　　 55 愛　 宕　 台　 遺　 跡　　 ○
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塾生遭二生逐」拉」亡匝E E 匝匝頭重頭重『千千千千丁重
2日高　生蓬」軋⊥十j　桓「m
睦達」と旦蔓り軋」」∵匝T T 「¶
裏と選二旦」軋守井守「「「¶
瞳 薄 霧 韓 饗

際 桜 襟 帯

覿堅」生蔓と逐仁f T T 「「「匝
強堅遵」堅遅」或コ＝「千丁可目
頭旦三二旦蔓と或＝「手「訂「千丁調
法 墨 笠 窒 許 帯 羽

咄〔二と二重工手羊「同
軸を二堅」生j 亘コ二「r T T 司
剋聖堕塗壁麺垂⊂「r T T 「司
虹懸塗些懸垂亡「n n 固「
67iA　台　遺　跡i ioi i 回目

3自由　型j L 奥」」」二巨E E 睦匡コ変事＝或ココ「「司「
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第3章　中　山　遺　跡

第1節　遺跡の概要

中山遺跡は，笠間市の南西部に位置し，吾国山から北西に延びる標高90m前後の丘陵性の台地上に立地して

いる。調査面積はら850．58n了で，調査前の現況は山林であった。

今回の調査では，縄文時代早期後半から前期後半にかけての竪穴住居跡1軒，陥し穴6基，土坑8基，古墳

時代中期の土坑1基，さらに，時期不明の土坑29基も確認された。住居跡と士坑は，調査区のほぼ中央部に位

置しプ丘陵性台地の尾根部に近い平坦面に立地していた。陥し穴は，主に調査区南部から西部にかけて位置し，

丘陵性台地の尾根部に近い平坦面および緩斜面に立地していた。

遺物は，遺物収納箱（60×40×20cm）に2箱出土している。縄文時代の遺物は，縄文土器片（深鉢主石器（石

鉄容石匙◎四着◎石皿◎剥片）である。古墳時代の遣物は，土師器片（増e婆），須恵器片（襲）である。

このように，当遺跡は縄文時代には狩猟場と集落の一部として，また，古墳時代にも生活の場として利用さ

れていたことが確認され，縄文時代と古墳時代の複合遺跡であることが明らかになった。

第2節　基　本　層　序

調査区北側中央部（J4i3区）に深さ約2mのテストピットを設定して，基本上層の観察を行った。（第4図）

第1層　褐色の表土層で，腐植土が混じる。層厚は20～40cmである。

第2層　灰褐色の旧表土層で，ローム粒子を少量含む。層厚は10～28cmである。

第3層　褐色のソフトローム層で，砂粒と軽石粒子を極微量含む。粘性と締まりはともに強い。層厚は5～

15cmである。

第4層　褐色のハードローム漸移層で，軽石粒子を少量含む。粘性と締まりは強い。層厚は15～45cmである。

第5層　黄褐色のハードローム層で，赤色粒子を微量含

む。粘性と締まりはともに強い。層厚は30～45cm　　89．6m－

である。

第6層　橙色のハードローム層で，鹿沼パミスを中量含

み，鹿沼軽石層の漸移層と考えられる。粘性と締

まりはともに強い。層厚は12～32cmである。　　　　88伽一

第7層　黄橙色の鹿沼軽石層である。粘性を欠くが締ま

りは極めて強い。層厚は36～60cmである。

第8層　にぷい褐色のハードローム層で，砂粒を微量含

む。粘性と締まりはともに極めて強い。以下，未

裾のため本来の層厚は不明である。

遺構の多くは，第3層から第4層上面で確認され，第3

層から第6層を振り込んでいる。

ー9－

87．6m－

第4図　基本士層図
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第5園　中山遺跡調査区設定図



第3節　遺構　と　遺物

且　縄文時代の遺構と遣物

今回の調査でブ　竪穴住居跡且軒き　陥し究6鼠　土坑8基が確認された。住居跡と士坑はプ　調査区のほぼ中央

部に位置し　丘陵性台地の尾根部に近い平坦面に立地していた。陥し穴は　主に調査区南部から西部にかけて

位置し　丘陵性台地の尾根狛こ近ゝ平坦面および緩斜面に立地していた。以下　遺構と主な出土遺物について

記述する。

（招　竪穴住居跡

第調号住居跡　を第6図）

位置　調査区中央部のK4a月産に位置し　丘陵性台地の尾根部に近い平坦面に立地している。

′ノ∴　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　．

規模藍形状　南東側の壁は遣存してないが　長径の損m　短径。猶mの楕円形と考えられる。長径をもとにし

′

尿　南東側から北西側に向かって緩やかに傾斜している。柱穴と考えられるピットに囲まれた内側に3　部分的

に硬化面が確認された。

炉　確認されなかった。

ぽッ匪　8か所。P　～㌘7ほ深さ摘～滋cmでタ　その規模と配置から主柱穴と考えられる。またタ　㌘8は深さ

はcmで　P　に沿った位置に存在することから補助柱穴と考えられる。

Pl～P8土層解説

l　褐　　色　ロー∴ム粒　当寺註

2　褐　　色　ロームブロック中量
3　にぷい褐色　ロームブロック多量

4　灰褐色　ロームブロック少量

覆土　5層に分層される。全体的に褐色土を基調としタ　粘性としまりは強い。壁際から中央部に向かってレン

ズ状の堆積状況を示すことからプ　自然堆積と考えられる。

土層解説

1　褐　　色　ローム粒子少量

2　褐　　色　ロームブロック中鼠

3　灰褐色　ロームブロック少量

4　褐

5　褐

色　ローム粒戸手景

色　ロームフロック中量，炭化粒召数量

遺物出藍状況　縄文土器片1点（胴部片）タ　剥片3点と混入と考えられる土師器片3点が出土している。遣物

はわずかで，第6図1も細片であ畑　南東部の覆土中層から出土している。

所見　時期は，出土土器及び遺構の形態と，周辺に分布する土坑と合わせて判断するとタ　縄文時代早期後半と

考えられる。

第1号住居跡出土遺物観察表（第6図）

番号 種　 別 器種 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

1 縄 文土器 石英8繊維 にぷい樟 普通
菱形の洗練区画 と円形刺架で文様構成。区画内貝殻腹縁
文施文。裏面条痕文。

南東部覆土下
層 TP I　　 PI．。4

l一一11－－－、－、一一
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（2）陥し穴

第1号陥し穴（SKl）（第7図）

位置　調査区西部のK3b4区に位置し，丘陵性台地の尾根部に近い北西向き斜面に立地している。

規模と形状　長径0・96m，短径0．78mの不整楕円形で，深さは104cmである。壁はほぼ直立し，底面は平坦である。

短径方向の断面形はU字状を呈している。底面の中央部には，逆茂木を立てたと考えられる深さ19cmのピット

が1か所検出された。長径方向はN－76CノーEである。

覆土　6層に分層される。ブロック状の不規則な堆積状況を示していることから，人為堆積と考えられる。

土層解説
l　黒褐色　ローム粒F微量

2　黒褐色　ロームブロック微量
3　暗褐色　ローム粒子少量

遺物出土状況　出土していない。

所見　時期は，遺構の形態から縄文時代と考えられる。

二二
㌢

第7図　第1号陥し穴実測図

4　灰褐色　ロームブロック少量

5　暗褐色　ロームブロック中量

6　暗褐色　ローム粒子中量

十 0　　　　　　　　　　　　　　　2m

l＿＿＿＿…　　＿　…1－＿＿＿＿－　＿＿＿＿＿」

第2号陥し穴（SK12）（第8図）

位置　調査区南部のK3C8区に位置し，丘陵性台地の尾根部に近い北西向き緩斜面に立地している。

規模と形状　長軸1．32m，短軸0。86mの隅丸長方形で，深さは76cmである。壁はほぼ直立し，底面は平坦であ

る。短軸方向の断面形は日宇状を呈している。底面の中央部には，逆茂木を立てたと考えられる深さ17cmのピッ

トが1か所検出された。長軸方向はN－2し－Wである。

覆土　7層に分層される。ブロック状の不規則な堆積状況を示していることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

l　黒褐色　ロームブロック少量，焼日駐子極微墨

2　黒褐　色　ローム粒子少量

3　黒褐色　ロームブロック中量

4　黒褐色　ロームブロック少量

④旦定一
第8図　第2号陥し穴実測図

5　黒褐色　ローム粒子中量
6　黒褐色　ロームブロックe炭化粒子少量
7　褐　　色　ローム粒子多量

－13…



遺物出土状況　出土していない。

所見　時期は，遺構の形態から縄文時代と考えられる。

第3号陥』宍（SK13）（第9図）

位置　調査区南部のK3C9区に位置し，丘陵性台地の尾根部に近い北西向き緩斜面に立地している。

規模と形状　長径工62m，短径0。96mの長楕円形で，深さは98cmである。壁はほぼ直立し，底面は平坦である。

短径方向の断面形はU字状を呈している。長径方向はN…53し…Wである。

覆土　5層に分層される。壁際からレンズ状の堆積状況を示していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　　色　ローム粒デー少量，焼土粒Jタ一極微量

2　褐　　色　ロームブロック中量，焼土粒子一極微量

3　褐　　色　ロームブロックe炭化粒fふ少量

遺物出土状況　出土していない。

所見　時期は，遺構の形態から縄文時代と考えられる。

第9図　第3号陥し穴実測図

4　褐　　色　ロームフロック中量，廃土粒子少量

5　褐　　色　ロームフロック・鹿沼ハミス中量，炭化粒子少最

Vp 2m

』ふここまここ＝ここここ』

第4号陥し穴（SK14）（第10図）

位置　調査区中央部のK4cl区に位置し，丘陵性台地の尾根部に近い平坦面に立地している。

規模と形状　長径2．58恥　短径LO説mの楕円形で，深さは88cmである。壁はほぼ直立し，底面は平坦である。

短径方向の断面形は逆台形状を呈している。長径方向はN－85C－Eである。

第柑図　第4号陥し穴実測図

…14－

十
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覆豊　5層に分層される。第5層は壁際からの崩落士と考えられ，第且～魂層がレンズ状の堆積状況を示して

いることからタ　自然堆積と考えられる。

土層解説
i　黒褐色　ローム粒子微量プ　廃捧持極微差違

2　暗褐色　ローム粒子少量㍉廃土粒子極微登
3　暗褐色　ロームプロツグ少量，廃土粒子微量

遺物出土状況Ii出二してい左い、

所腰　時期はき　遺構の形態から縄文時代と考えられる。

4　灰褐色　ロームブロックゆ鹿沼ハミス少最

5　にぷい褐色　ローム粒了多数∵緻土粒子も炭化粒子極微畳

第5号陥転流（SK25）（第m図）

位置　調査区中央部のK舶2区に位置しラ　丘陵性台地の尾根部に近い平坦面に立地している。

規模藍形状　長軸の掴m　短軸の鋸mの隅丸長方形でタ深さは軌mである。壁はほぼ直立しタ底面は平坦であ

ノ　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　－　　　＼＼　　　　　　′

覆豊　5層に分層される。ブロック状の不規則な堆積状況を示している二　から　人為堆積と考えられる。

土居解説

1暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量　　　　　　　4　褐　色　ロー∴ムブロック微量
2　褐　色　ロームブロック少数　廃土粒子の炭化粒子微量　　　5　黒褐色　ロームブロック中軋炭化粒子少量
3　褐　　色　炭化粒子少量，ロームブロック微量

遺物出土状況　出上していノ‾古、

所晃　時期はき　遺構の形態から縄文時代と考えられる。

血i

第m図　第5号陥し穴実測図

∴　、・　　　　　　　．　　　　　′

位置　調査区南部のK射磁区に位置しプ　丘陵性台地の尾根部に近い平坦面に立地している。

重複関係　南東側の大半をタ　第34号士坑に振り込まれている。

規模と形状　推定される長軸2誹玩勘短軸鉄柵灘の隅丸長方形と考えられ深さは粥cmである。壁はほぼ直立しタ

底面は平坦である。短軸方向の断面形はU字状を呈している。底面の中央部には，ピットが4か所検出された。

Pl～P4の深さは16～28cmでタいずれも逆茂木を立てたピットと考えられる詫摘摘渦膚N→酪∴潤である。
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第12図　第6号陥し穴実測図

し
0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

覆土　6層に分層される。壁際からレンズ状の堆積状況を示していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子中量

2　褐　　色　ロームブロック少量

3　にぷい褐色　ロームブロック中量

遺物出土状況　出土していない。

所見　時期は，遺構の形態から縄文時代と考えられる。

4　褐　　色　ロームブロック・鹿沼パミス中量

5　褐　　色　鹿沼パミス中量，ローム粒子少量

6　黄褐色　鹿沼パミス多畳，ローム粒子中量

（3）土　　坑

第20号土坑（第13図）

位置　調査区中央部のK4a5区に位置し，丘陵性台地の尾根部に近い平坦面に立地している。

規模と形状　長径1．64m，短径1．09mの楕円形で，深さは15～20cmである。壁は外傾して立ち上がり，底面は

わずかに凹凸が見られる。長径方向はN－600－Eである。

覆土　3層に分層される。壁際からレンズ状の堆積状況を示していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　褐　　色

2　褐　　色

ローム粒子中量

ロームブロック中農

＿亘＼⊥：‾：l・

A＿898m

l

「二〒率一
巳　　、　　’

＼⊥ノ

0

3　褐　　色　ローム粒子多量

2m

第13図　第20号土坑・出土遺物実測図
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遺物出土状況　第13図2の縄文土器片1点（口縁部片）が，北東部の覆土中層から出土している。

所見　時期は，出土土器から縄文時代早期後半と考えられる。

第20号土坑出土遺物観察表（第13図）

番 号 種　 別 器 種 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出 上位 置 備　 考

2 縄 文土 器 深 鉢 石 英・長石 灰 褐 普通 口唇 部 貝 殻 腹 縁 文。 口 縁 部 横 位 の 直 状 と波 状 の 沈 線
文施 文。 沈 線 間 に キザ ミ と 貝殻 腹 縁 文 施 文。

北東 部 覆 土中

層 T P2　　　 PL 4

第23号土坑（第14図）

位置　調査区東部のK4b5区に位置し，丘陵性台地の尾根部平坦面に立地している。

規模と形状　長径2・00m，短径1．18mの楕円形で，深さは25cmである。壁は緩やかに外傾して立ち上がり，底

面は北東側から南西側に向かって傾斜している。長径方向はN－640－Eである。

覆土　5層に分層される。各層に炭化粒子を含み，ブロック状の堆積状況を示していることから，人為堆積と

考えられる。

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子微量，炭化粒子極微量
2　暗褐色　ローム粒了少量，炭化粒子微量，焼士粒了一極微量

3　褐　　色　ローム粒子少鼠　炭化粒子・焼士粒子極微量

4　明褐色　ロームブロック少量，炭化粒7個微量
5　褐　　色　ロームブロック・炭化粒子微量

遺物出土状況　第14図3の縄文土器片1点（胴部片）と剥片3点が，南西部の覆土中層から出土している。

所見　時期は，出土土器から縄文時代前期後半と考えられる。

④

二二　≡
第14図　第23号土坑・出土遺物実測図

第23号土坑出土遺物観察表（第14図）

3

二＼⊥ノ

0

董∴‘

2m　　　　　0　　　　　　　　　　　　　10cm

番号 種　 別 器種 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

3 縄文土器 深鉢 石英・長石 にぷい黄橙 普通 条線状の平行沈線文施文。 南西部覆土中

層 TP3

第24号土坑（第15図）

位置　調査区東部のK4b5区に位置し，丘陵性台地の尾根部平坦面に立地している。

重複関係　南東側は，第38号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　推定される長径2．07m，短径1．22mの不整楕円形で，深さは46cmである。壁は緩やかに外傾して

立ち上がり，底面は平坦である。長径方向はN－32G－Wである。
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第15図　第24・38号土坑・出土遺物実測図
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覆土　4層に分層される。壁際からレンズ状の堆積状況を示していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説
1暗褐色　ローム粒！一少量，炭化粒子極微量

2　褐　　色　ローム粒子中量

3　褐　　色　ローム粒子多量

4　灰褐色　ロームブロック中量

遺物出土状況　縄文土器片4点（胴部片）が出上している。第15図4は北西部の覆土中層から，5は南東部の

覆土中層からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から縄文時代早期後半と考えられる。

第24号土坑出土遣物観察表（第15図）

番号 種　 別 器 種 胎　 上 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土位 置 備　 考

4 縄 文 土 器 深 鉢 石英 ・長石 にぷ い黄 樽 普 通
沈 線 に よ る枠 状 の 文 様 と横 位 の 波 状 文 施 文 。 沈線 に

沿 って 貝 殻 腹 縁 文 施 文。
北部 覆 土しい屑 T P4　　　 P l．4

5 縄 文 土器 深 鉢 石 英 ・長 石 橙 普通 貝 殻 腹 縁 利 用 の 爪 形 文 施 文 。
南 東部 覆土 中
層 TP 5

第28号土坑（第16図）

位置　調査区中央部のK4a2区に位置し，丘陵性台地の尾根部に近い平坦面に立地している。

規模と形状　長径2．12m，短径1．46mの楕円形で，深さは42cmである。壁は緩やかに外傾して立ち上がり，底

面は皿状を呈している。長径方向はN－500－Eである。
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第16図　第28号土坑・出土遺物実測図

覆土　4層に分層される。炭化粒子を含む層が多く，ブロック状の不規則な堆積状況を示していることから，

人為堆積と考えられる。

土層解説
1　暗褐色　炭化粒子少量，ローム粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子少量　炭化粒了・極微量

3　褐　　色　ロームブロック少軋　尉ヒ粒子極微畳
4　明褐色　ロームブロック中量

遺物出土状況　縄文土器片2点（胴部片）と自然礫1点が出土している。第16図6は，南西部の覆土中層から

出土している。

所見　時期は，出土土器から縄文時代早期後半と考えられる。

第28号土坑出土遺物観察表（第16図）

番号 種　 別 器種 胎　 上 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位 置 備　 考

6 縄 文土器 深鉢 石英・長石・繊維 黒褐 普通 表 裏面条痕文施 文。 南部覆土中層 T P 6　　　 PL 4

7 縄文土器 探鉢 石英・赤色粒 子・繊維 明赤褐 普通 表 裏面条痕文施 文。 覆土中 T P 7

第32号土坑（第17図）

位置　調査区東部のK4d5区に位置し，丘陵性台地の尾根部平坦面に立地している。

規模と形状　長径2・57m，短径1・82mの楕円形で，深さは13～23cmである。壁は外傾して立ち上がり，底面は

わずかに凹凸が見られる。長径方向はN－55ウーWである。

覆土　3層に分層される。壁際からレンズ状の堆積状況を示していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗褐色　ローム粒！一・炭化粒子少量
2　褐　　色　ローム粒子中境，炭化粒子極微量

3　明褐色　ロームブロック少量

遺物出土状況　縄文土器片17点（口縁部片1，胴部片16）と混入と考えられる土師器片2点が出土している。

また，自然礫5点が覆土中で確認された。第17図8・10・12～16は同一個体と考えられ，主に南東部に集中し

て覆土中層から底面にかけて出土している。

所見　時期は，出土土器から縄文時代前期前半と考えられる。
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第17図　第32号土坑・出土遺物実測図

第32号土坑出土遣物観察表（第17図）

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出上位置 備　 考

8 縄文土器 深鉢 一 （6．4） 石英・長石・繊維 にぷい褐 普通 無文。表裏面 ミガキ。
南東部覆上中
層 P 8　　　 PL 4

番号 種　 別 器種 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出上位置 備　 考

9 縄文土器 深鉢 石英・長石・雲母 にぷい褐 普通 口縁部に縦位の短沈線 と横位の平行沈線文施文。
北東部覆土中
層 TP9　　PL4

10 縄文土器 深鉢 石英・長石・繊維 明赤褐 普通 無文。表裏面 ミガキ。
南東部覆土中
層 TPlO

11 縄文土器 深鉢 石英・長石・繊維 明赤褐 普通 無文。衷裏面 ミガキ。 覆土中 TPll

12 縄文土器 深鉢 石英・長石・繊維 明赤褐 普通 無文。表裏面 ミガキ。
南東部覆土中

層 TP12

13 縄文土器 深鉢 石英・長石・繊維 にぷい赤褐 普通 無文。表裏面 ミガキ。
南東部覆土中

層 TP13　　PL4

14 縄文土器 深鉢 石英・長石・繊維 明赤禍 普通 無文。表裏面 ミガキ。
南東部覆土中
層 TP14

15 縄文上器 深鉢 石英・長石・繊維 にぷい赤禍 普通 無文。表裏面ミガキ。
南東部覆土中
層 TP15

16 縄文土器 深鉢 石英・長石・繊維 にぷい赤褐 普通 無文。表裏面ミガキ。
北東部覆土中
層 TP16

第34号土坑（第18図）

位置　調査区南部のK4d3区に位置し，丘陵性台地の尾根部に近い平坦面に立地している。

重複関係　西側は，第6号陥し穴を掘り込んでいる。
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第18図　第34号土坑・出土遣物実測図
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規模と形状　長径1．54m，短径1．05mの楕円形で，深さは50～60cmである。壁は外傾して立ち上がり，底面は

皿状を呈している。長径方向はN－4、、一Eである。

覆土　7層に分層される。炭化粒子を含む層が多く，ブロック状の不規則な堆積状況を示していることから，

人為堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子少量，炭化物微量
2　黒褐色　炭化粒了少量，ロームブロック微量

3　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
4　褐　　色　ロームブロック・鹿沼パミス少量，炭化粒子微景

5　暗褐色　ロームブロック中鼠鹿沼パミス少量，炭化粒子微量

6　褐　　色　ロームブロック・鹿沼パミス中量

7　明褐色　ロームブロック中量

遺物出土状況　第18図17・18の縄文土器片1点（胴部片）と石器1点（凹石）が，中央部と北部の覆土中層か

らそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から縄文時代前期後半と考えられる。

第34号土坑出土遺物観察表（第18図）

番号 種　 別 器 種 胎　 士 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出上位 置 備　 考

17 縄 文 土器 深 鉢 石 英 ・長 石 にぷ い橙 普通 横 位 の 平行 沈線 文 と貝 殻 腹 縁 文施 文。 中 央部 覆 土中
層 T P17

番 号 種 別 長 さ 幅 厚 さ 重 畳 材　 質 特　　　　　　 徴 出 土位 置 備　 考

18 凹 石 （17．1） 9．4 6，6 （1，54 0） 凝灰 岩 表 面 に 4 か 所 穿 孔 。 北部 覆土中層 Q 18　　 PL 5
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第36号土坑（第19図）

位置　調査区東部のK4d4区に位置し，丘陵性台地の尾根部平坦面に立地している。

規模と形状　長径1．30m，短径1．16mの不整楕円形で，深さは10cmである。壁は緩やかに外傾して立ち上がり，

底面はほぼ平坦である。長径方向はN－25’－Eである。

覆土　3層に分層される。各層に炭化粒子を含み，ブロック状の不規則な堆積状況を示していることから，人

為堆積と考えられる。

土層解説
l　暗褐色
2　暗褐色

ローム粒了‥炭化粒子少量

ローム粒イ・中畳，炭化粒子微量

3　褐　　色　ロームブロック少量，炭化粒子極微量

遺物出土状況　縄文土器片2点（口縁部片1，胴部片1）が出土している。第19図36は，北東部の底面から出

上している。

所見　時期は，出土土器から縄文時代前期後半と考えられる。

：＿＿・：二一二‥ニー
2m

第19図　第36号土坑・出土遺物実測図

第36号土坑出土遺物観察表（第19図）

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

番号 種　 別 器種 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出上位置 備　 考

19 縄文土器 深鉢 石英・長石 にぷい黄樽 普通 条線状の平日沈線文施文。 北東部底面 TP19　　　PL．4

20 縄文土器 深鉢 石英・長石 にぷい黄橙 普通 条線状の平行沈線文施文。 覆上中 TP20　　 Pl．4

第38号土坑（第15図）

位置　調査区東部のK4C6区に位置し，丘陵性台地の尾根部平坦面に立地している。

重複関係　北西側は，第24号土坑に振り込まれている。

規模と形状　長径2．72m，短径1．70mの楕円形で，深さは40cmである。壁は外傾して立ち上がり，底面は皿状

を呈している。長径方向はN－00である。

覆土　5層に分層される。ブロック状の不規則な堆積状況を示していることから，人為堆積と考えられる。

土層解説
5　灰褐色　ローム粒了ヰ星，炭化粒子極微畳
6　褐　　色　ロームブロック中量
7　灰褐色　ロームブロック少量

8　褐　　色　ロームブロック少量，炭化粒子極微量

9　にぷい褐色　ロームブロック多量

遺物出土状況　石器1点（石匙）と剥片3点が出土している。第15図21は，中央部の覆土中層から出土している。

所見　出土土器がなく明確ではないが，第24号土坑に掘り込まれていることから，時期は，縄文時代早期後半

以前と考えられる。
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第38号土坑出土遣物観察表（第15図）

番 号 種 別 長 さ 幅 厚 さ 重量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土 位 置 備　 考

2 1 石 匙 （5．1） 1．9 1．0 （8 ．4） 頁岩 横 型 石 匙 。 周 縁 は 剥 離 調整 。 つ ま み 部 欠 損 。 中 央部 覆 土 中
層 Q 2 1　 PL 5

（4）遺構外出土遣物（第20図）

ここでは，調査区内の表土中から出土した遣物や，他時期の遺構への流れ込みまたは混入と判断された遣物

のうち，特徴的なものを実測図と観察表で記載する。

儀一①
く＝＞

0　　　　　　　　　3cm
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第20国　造構外出土遣物実測図
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遺構外出土遣物観察表（第20図）

番 号 種　 別 胎　 土二 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位 置 備　 考

22 縄 文土 器 深鉢 石 英 。長 石 褐 普 通 ［．．離 睦 下打 電 部に縄文原体押融 絞 。 表 土 中 T P22　　　 P I．ノ4

23 縄 文土 器 深鉢 長 石 褐 灰 普 通 日録部に縦位の短洗練と横位の変形爪形文施丈 表 土 中 T P23　　　 PL 4

24 縄 文土 器 石 英 の長 石 にぷ い 黄橙 普 通
波状日録で，口唇部に貝殻射 義家施丈。［1線狛 二横位の沈線文 と弧状

の法線勘疎文施文。沈線間にキザミ，沈線に沿って貝捌 摘 文施文。
表 土中 T P24　　　 P I．4

25 縄 文土 器 深 鉢 石英 の長 石 にぷ い 黄橙 普 通 横位の放線文と弧状び接 線勘垣伐 施丈。波線酢 こキザ ミ言朋 紅減 っ

て貝殻腹縁文施丈
表 土中 TI）25　　　 PL 4

26 縄 文土 器 深 鉢 石英 ・長石 にぷ い 黄橙 普 通 横位の沈線文と弧状の沈線区画文施文。沈線に沿って貝捌 宴縁文施文。表土 中 TP 26

27 縄 文土 器 深 鉢 石 英 や長石 にぷ い黄 褐 普 通 平行沈線文による区画衡　 区画内に貝蜘 夏縁文充数 表 土中 TP 27　　　 PL 4

28 縄 文 土器 長石 にぷ い 黄褐 普 通 平行沈線文による区画後，区画内に貝捌 夏縁文充軋 表 土中 Tr）2 8

29 縄 文 土 器 深 鉢 石 英 。長 石 明褐 普 通 条線状の平行沈線文施丈 表土 中 Tf）2 9　　　 PL 4

30 縄 文 土器 深 鉢 石 英 。長 石 にぷ い黄 橙 普通 横位に貝殻復縁を利用した爪形文充j免 表 土 中 TP30

3＿1 縄 文 土器 深 鉢 石 英 ・長 石 にぷ い橙 普通 撚糸文と結節文施文。 表 土中 Tf）3 1

番 号 種 別 長 さ 幅 厚 さ 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位 置 備　 考

32 石 鉱 2．2 1．7 0 ．4 0 ．92 チ ャー ト 四基 無 茎 鉱 。 両 面 剥 離 調 整 。 基 部 の 挟 りほ 深 い 。 表 土 中 Q 32　　 PL 5

33 石 鉱 2．6 1．6 0 ．4‥ 1．5 2 黒 曜 石 四基 無 茎 嫉 。 両 面 剥 離 調整 。 基 部 の 決 りは 浅 い 。 表 土 中 Q 33　　 PI．＿ノ5

こ34 石 拡 1．6 1．2 0 ．4 0．4 3 黒 曜石 四基 無 茎 嫉 。 両 面 剥 離 調整 。 基部 の 決 りは 浅 い 。 表 土中 Q3 4　　 PL 5

35 石鉱 1．7 1．3 0．4 0．5 2 チ ャー ト 凹基 無 茎 錬 。 両 面 剥 離 調 整 。 基 部 の挟 りは 深 い 。 表 土中 Q3 5　　 PL 5

：36
石皿
（四石 ）

（26．3） （17．7） 4．5 （2，330） 花 崗岩 表 面 に 2 か 所 ， 裏 面 に 5 か 所 穿孔 。 表土 中 Q36　　 PL 5

2　古墳時代の遺構と遺物

今回の調査で，土坑1基が確認された。以下，遺構と出土遣物について記述する。

（1）士　坑

第超3号豊坑（第21図）

位置　調査区南東部のK4f5区に位置し，丘陵性台地の尾根部に近い平坦面に立地している。

重複関係　西側は，第42号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長径3。73m，短径1。76mの不整楕円形で，深さは28～34cmである。壁は緩やかに外傾して立ち上

がり，底面は皿状を呈している。長径方向はN…83コーWである。

覆土　4層に分層される。水平およびブロック状の不規則な堆積状況を示していることから，人為堆積と考え

られる。

土層解説

1　褐　　色　ローム粒fh中量

2　灰褐色　ロームブロック少量

3　褐　　色　ローム粒子ふ多量

4　褐　　色　ロームブロック中量

遺物出土状況　土師器片4点（増）が出土している。第21図37◎38は，破損した状態で覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から古墳時代中期と考えられる。

…24…



第21図　第43号土坑・出土遣物実測図

第43号土坑出土遺物観察表（第21図）

／≡

‾＼　）　ノ

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

0　　　　　　　　　　　10cm

ヒ二一　　；　　」

一一一ヽ〉＿‥

番 号 種 別 器 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　 考

3 7 土 師 器 柑 ［1 0 ．0 ］ （7 ．2 ） 赤 色 粒 子 ・雲 母 橙 普 通 口縁 部 外 面 横 ナ デ 。 休 部 外 面 ，日 録 部 内 面 へ ラナ デ 。
体 部 内 面 輪 積 軋 覆 土 中 P 3 7 　　　 3 0 ％

P L 5

3 8 土 師 器 土甘 （3 ．4 ） 石 英 ・長 石 橙 普 通 休 部 外 面 へ ラナ デ 。 休 部 内 面 輪 積 痕 。 覆 土 中 P 3 8 　　　 5 ％

（2）遺構外出土遺物（第22図）

ここでは，調査区内の表土中から出土した遺物や，他時期の遺構への流れ込みまたは混入と判断された遣物

のうち，特徴的なものを実測図と観察表で記載する。

第22図　遺構外出土遣物実測図

遺構外出土遺物観察表（第22図）

‾‾≡≡≡謬
Z

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位 置 備　 考

39 土師器 婆 ［12．8］ （5．1） 石英・長石・赤色
粒子

にぷい赤褐 普通 目線部外面積ナデ。体部内・外面へラナデ。 表土中 P39　　　 5 ％

40 須恵器 婆 ［24．0］ （5．2） 長石 黒 普通 口緑部内・外面横ナデ。内・外面自然粕。 表土中 P40　　　 5 ％
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3　その他の遺構

今回の調査でプ時期および性格不明の土坑29基が確認された。一覧表で掲載し芦平面図については全体図　を第

23図）で示すことにする。

、

平面形
規　 模 内 備　考

主な出土遺物　　　 時　 期　　 彩相関射 昌→鵜
厨‥

1
馳 車 庸 一可 櫛 憫 4′・95 × 3・58 匡 i－0

7 …
車　 斗 機 船 土断 醸 鉢）　　 序 跡→SK氾

表3　陥し穴一覧表

番号 ニニ二／又（軸）方帝 平面形
規　 模 巨 商

底面 ビット 主な狛圭遺物
長径禰鋸方向 路 廟 ×短径廟 m）深さk 扇

l K 3bこl N 一一76、ノーE 不整楕円形 0を96　×　0ぜ78 掴 直立 人為 1
i（SKi）

2 K 3 cS N …2 、′、…W 隅丸長方形 ま∴32　×　0986 76 直立 人為 ユ＿
匝 2）

：う K 3 “ N ト髭「1 対 長 楕 円 形 iず62　×　0．96 98 直立 自然 匝 こう）

4 K 4 m N －85．ノ＋E 楕　 円　 形 2。58　×　目端 88 直立 自然
…

桓 4）

r〇 K 4 b2 N …84∵W 隅丸長方形 1。54　×　0も83 80 直立 平坦 人為 …
桓 25）

6 K 4如 N …62Cこ．面・FW 〔隅丸長方形〕 〔2．06〕× 0．80

i

98 直立 4 →

衷4　縄文時代士坑一覧表

番号 長径（軸）方向 平 面形

規　 模 巨 面

底面
嵐

ピット 主な出土遺物
備　 考

新聞男係紬 →新）ヲ

その他長径蘭鋳短径潮 m）深さkIn）

20 K ∠4a5 N －60㌧E 楕　 円　 形 1．64　× 1．09 15′一）20 外傾 凹凸 － 縄文土器片

23 K ∠呈b5 N …64‾…E 楕　 円　 形 2．00　× 1．18 25 外傾
災

人為 … 縄 文土器，剥片

24 K ∠窒b5 N づ2㌧W 不整楕円形 〔2．07〕× 1．22 46 外傾 － 縄 文土器 片 SK38→本跡

28 K 4 a2 N －5（「ゼ 楕　 円　 形 2」2　× 1．46 42 久 皿状 人為 縄文土器片，礫

32 K 4 d5 N －55∵W 楕　 円　 形 2．57　× 1．82 13′～23 外傾 凹凸 自然 － 縄文土器片，礫

34 K 4 d：3 N …4 ㌧E 楕　 円　 形 1．54　× 1．05 50ノへ一60 外傾 人為 … 縄文土器片潮 石 S机4一→本跡

36 K ∠餌4 Ⅸ「25㌧E 不整楕 円形 1．30　× i」6 10 外傾 人為 … 縄文土器片

38 K 4 C6 N l y 楕　 円　 形 2．72　× 1．70 40 皿状 人為 － 石匙譲り片 本跡→SK24

表5　古墳時代士坑一覧表

来 EL 位置 長径沌由）方 向 平面形
規　 模 巨 面

底面 覆土 ピット 主な出土遣物
備　 考

新旧関係 （旧→新），

その他
ロヨ了ラ

長径軸）×短径㈲ 届 深さ（cm）

43 K 4 f’5 N 一鋸∵W 不整楕円形 3．73　× 1．76 28′～34 皿状 人為 … 土師器片（柑） 本跡一→SK42
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表6　その他の土坑一覧表

番彗貫一　位霊草 長径（軸）方向 平面形
規　 模 巨 面

底面 覆土 ピット 主な出土遺物
備　 考

新旧関係 （旧→新），

その他長径融鉢短径（頼mラ深さ（cIn）

2 K 3 b：3 N －71 ＋E 不整楕円形 1．97　× 1．08 13′㌦25 久 凹凸 － －

3 K 3a3 N …58㌧E 〔楕円形〕 2．68　×〔1．20〕 24′、28 － …

4 J 3 Lj8 N ト78∴E 楕円形 1．87　×　0．68 24 弧状
… －

5 K 3a5 N l y 楕円形 2．00　×　0．9．1 18 皿状 … －

6 K 3 a6 N －60 …W 楕円形 2．78　× 1．42 8ノ、′14 平坦 自然 － －

7 K ：3a7 N …52∵Ⅳ 楕円形 2．32　× 1．17 12へノ17 カ
－ －

8 K 3 a8 N …52㌧E 不整精悍形 2．63　× 1．61 9～40
又

人為 － …

9 J 3j9 N －70、…W 不整形 1．．38　×　0．86 30 カ 皿状 自然 … －

10 J‾3 jo N …65、－E 不整形 1．10　×　0．74 汀～21 緩斜 平坦 自然
－ －

11 J4 ho N …57、、一W 不整楕円形 2．48　×　ユ．04 15へノ51 外傾 人為 － －

15 K 4 b2 N 1 7ぐ′…W 不整楕円形 2．32　× 1．05 25 皿状 － － SK27→本跡

16 J4 圭l N －65、ノ…W 楕円形 1．．52　×　0．85 22へノ66 皿状 人為 － …

17 J 4 i5 N …50ぐ．一E 楕 円形 1．28　×　0．98 9′・＼′24 緩斜 皿状 人為 － －

18 J‾4 j！壬 N －28ニ、．…E 楕円形 1．08　×　0．85 18′㌦48 外傾
－ －

19 J4 j5 N イ腐∴E 楕円形 1．93　× 1．18 14へノ24 久 － …

21＿ K 4 b当 N …34㌧W 楕円形 1．69　× 1．14 25
－

自然 － － SK22・39と重複

22 K 4 b‘′1 N …37㌧W 楕円形 1．27　×　0．98 40 緩斜 皿状 自然 － － SK21・39と重複

26 LJ′4 j2 N …62．．…W 不整形 1．87　× 1．4－3 28′一㌦38 分 皿状 自然 … －

27 K 4 b2 N …90∴E 楕円形 1．87　× 1．15 28へノ32 遼 自然
… － 本跡→SK15

29 J4 a7 N …90、ン一一E 楕円形 1．63　× 1．20 42 皿状 人為 － －

30 K 4 a7 N －40㌧E 不整楕円形 l
2．68　× 1．18 24 緩斜 平坦 自然 －

l

31 K 4 a7 N …76、′一W 楕円形 1．40　× 1．04 18 人為 － －

33 K 4 a：3 N …80㌧E 不整形 1．32　× 1．23 28′、38 平坦 自然 … －

35 K 4 e4 N －90㌧E 楕円形 2．98　× 1．68 28へノ30 緩斜 皿状 自然
－ －

37 K 4 e5 N －90㌧E 楕円形 1．26　×　0．53 15 緩斜 皿状 自然 － －

39 K 4 b4 N …20′ノー…W 隅丸長方形 1．95　× 1．25 18ノへ）20
… － … SK41→本跡

40 K 4 a。4 N J O、‾、．一E 不整形 1．43　×　＿1．25 25ノ、′30 緩斜 平坦 自然 … －

41 K 4 C4 N －43し‾′…E 隅丸長方形 2．60　× 1．18 40 緩斜 皿状 自然 本跡→SK39

42 K 4 f5 N －7C－W 楕円形 1．30　× 1．03 19へノ27 緩斜 平坦 自然 SK43→本跡

第4節　ま　と　め

今回の調査の結鼠縄文時代の竪穴住居跡1軒，陥し穴6基，士坑8基，古墳時代の土坑1基，時期不明の

土坑29基が確認された。当遺跡の一部は，すでに平成13年度に当財団がI～V区の調査区を設定して一部発掘

調査を実施している1）。今回の調査区は，第5図に示したように，Ⅲ区に隣接する位置に当たる。これまでの

調査結果を含めると，当遺跡は縄文時代，古墳時代，奈良¢平安時代　中e近世の複合遺跡であることが明ら

かになった。ここでは，確認された遺構と遣物の主体をなす縄文時代について概要を述べ，まとめとしたい。

1　縄文時代の遺構について

確認された縄文時代の遺構のうち，竪穴住居跡は1軒である。平面形は楕円形で，ピットは8か所確認され

たが，炉は確認されなかった。時期は遣物がほとんどないため明確ではないが，周辺に散布していた土器や士

坑の分布などから，鵜ガ島台式または茅山式などの条痕文系土器を有する早期後半と考えられる。周辺遺跡の
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ほぼ同時期の住居跡としては，友部町東平遺跡2）で1軒，同町石山神遺跡こう）で5軒確認されている。当遺跡の

住居跡分布や集落構成は明確でないが，尾根部平坦面を中心にさらに広がっているものと推定される。

土坑のうち，形状と規模から陥し穴と推定される遺構は，6基が確認された。開口部の形状は，楕円形ま

たは隅丸長方形で，深さは76～104cmであった。すべて壁面は直立しており，短径または短軸方向の断面形は，

U字状または逆台形状を呈していた。さらに，6基のうち3基の底面には，逆茂木を立てたと考えられるピッ

トが検出された。これらの陥し穴の分布が，対の配置あるいは列状の配置4）となっていたのかなどを捉えるこ

とは，調査区域が限定されるため困難であった。しかし，いずれも標高88～91mの範囲内で，丘陵性台地の尾

根部に近い緩斜面に立地していた。また，構築方法を見ると，長径あるいは長軸方向を等高線に対して直交さ

せているものが多い。捕獲の対象となった動物の通り道などを想定したものと考えられる。これらの陥し穴か

らの遺物はほとんどないため，時期の特定は困難であるが，前述の石山神遺跡や東平遺跡，岩瀬町松田古墳群5）

など，周辺地域で調査されている例と比較すると，立地や構築状況，規模や形状が類似していることから，概

ね早期後半から前期後半の時期と考えられる。さらに，陥し穴が確認された周辺の遺跡として，笠間市中組遺

跡，向原遺跡6），岩瀬町高幡遺跡7）などが挙げられる。

今回の調査区では住居跡と陥し穴などを確認したが，周辺遺跡の調査結果も含めて捉えると，吾国L吊ヒ麓一

帯の丘陵性台地上には陥し穴を構築した狩猟場が広く分布し，土地利用の様子をうかがうことができる。

2　縄文時代の遣物について

縄文時代の遣物は，縄文土器（深鉢）と石器（石鈷e石匙e四着e石皿）などが出土している。これらの遺物は，

遺構の覆土中および遺構確認時の表土中から出土したものが大半である。平成13年度の当財団調査によって出

土した遺物を調査区別に見た場合，隣接のⅢ区から最も多く縄文土器と石器（石嫉）が出土している8）。出土

した縄文土器を時期と土器型式にしたがって分類した結果では，早期後半の鵜ガ島台式期e広義の茅山式期，

前期後半の浮島式期¢興津式期，中期の加自利E式期，後期の綱取式期◎堀之内式期の土器が確認されている。

今回の調査で出土した土器も，細片がほとんどであるが，早期と前期の土器を型式別に観察した結果では，

早期中葉の田戸上層式期が加わるものの，同じ様相が見られた。中期と後期の土器は確認されなかった。

石器は石鉱の他に，今回の調査で新たに石匙，凹石，石皿が確認された。狩猟具である石鉄，動物の加工具

としての石匙，堅果類や根茎の加工具と考えられる凹石e石皿などは，陥し穴の存在とともに，当遺跡におけ

る縄文時代の狩猟と植物採取を中心とした，生業の一端を示していると言えよう。

1）成島一一一也「中山遺跡　国補緊道第14－03－620…0…051号埋蔵文化財調査報告書」『茨城県教育財団文化財調査報告』

第204集（財）茨城県教育財団　2003年3月

2）平松孝志「北関東自動車道（友部～水戸）建設工事地内埋蔵文化財調査報告書Ⅲ　寺山遺跡　東平遺跡　坂ノ上塚群」

『茨城県教育財団文化財調査報告』第150集（財）茨城県教育財団1999年3月

3）上野修生「茨城県立総合教育研修センター（仮称）建設用地内埋蔵文化財調査報告書　石山神遺跡」『茨城県教育財

団文化財調査報告』第62集（財）茨城県教育財団1990年9月

4）鈴木素行「武田石高遺跡の陥穴状遺構について」『武田石高遺跡　旧石器e縄文e弥生時代編（財）ひたちなか市文化e

スポーツ振興公社文化財調査報告』第15集　　ひたちなか市教育委員会（財）ひたちなか市文化・スポー

ツ振興公社1998年1月

5）横倉要次「松田古墳群　北関東自動車道（友部～水戸）建設事業地内埋蔵文化財調査報告書V」『茨城県教育財団文

化財調査報告』第226集（財）茨城県教育財団　2004年3月

6）茨城県教育財団「平成14年度調査遺跡の概要」『年報』22（財）茨城県教育財団　2003年6月

7）　6）に同じ

8）1）に同じ
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第4章　福原打越塚群

第1節　遺跡の概要

福原打越塚群は，笠間市の南西部に位置し，吾国山から北西に延びる標高80m前後の丘陵性台地上に立地し

ている。調査面積は577．Or産で，調査前の現況は山林であった。

今回の調査では，縄文時代の竪穴住居跡2軋　奈良◎平安時代の士坑1基，近世の塚4基と墓墳2鼠　時期

不明の土坑6基と溝跡1条が確認された。竪穴住居跡は，調査区のほぼ中央部と東部に位置し，時期はいずれ

も縄文時代の前期と考えられる。塚は調査区の中央部を南北に走る道路に沿って，列状に並んで構築されてい

た。墓壕は調査区南部の丘陵性台地の尾根部に近い緩斜面上に，2基が隣接して構築されていた。また，遺構

や文化層は確認されなかったが，旧石器時代の遣物も出土した。

遣物は，遺物収納箱（60×40×20cm）に1箱出土している。旧石器時代の遣物は，石器（剥片）である。縄

文時代の遣物は，縄文土器片（深鉢），石器（石鉄）である。奈良◎平安時代の遣物は，土師器片（軋　襲），

須恵器片（杯，高台付軋　蓋），土製品（紡錘車）である。近世の遣物は，瓦質土器（鉢），陶器（小皿），金

属製品（鉄釘，煙管），古銭（寛永通貨）などである。

このように，当遺跡は近世に塚が構築されるとともに，墓域が形成されていた。また，縄文時代には集落の

一部であり，奈良◎平安時代においても生活の痕跡が確認された。さらに，出土遺物からは旧石器時代から近

世までの複合遺跡であることも明らかになった。

第2節　基　本　層　序

調査区の西部（BIc6区）に深さ約2mのテストピットを設定して，基本士層の観察を行った。（第24図）

第1層　褐色の表土層で，腐植土が混じる。層厚は30～35cmである。

第2層　褐色のソフトローム層で，鹿沼パミスを少量含む。粘性と締まりはともに弱い。層厚は10～15cmで

ある。

第3層　褐色のハードローム漸移層である。粘性と締まりはともに強い。層厚は10～18cH1である。

第4層　明褐色のハードローム層で，赤色粒子を中量含む。粘性と締まりはともに強い。層厚は35～60cmで

第24図　基本土層図

ある。

第5層　にぷい褐色のハードローム層で，鹿沼パミスを

中量含み，鹿沼軽石層の漸移層と考えられる。粘

性と締まりはともに強い。層厚は8～12cmである。

第6層　橙色の鹿沼軽石層である。粘性を欠くが締まり

は強い。層厚は55～70cmである。

第7層　にぷい褐色のハードローム層で，鹿沼パミスを

少量含む。粘性と締まりはともに極めて強い。以

下，未糎のため本来の層の厚さは不明である。

遺構の多くは，第2層上面で確認され，第3層から第5

層を掘り込んでいる。
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第25図　福原打越塚群調査区設定図
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第3節　遺構　と　遺物

1　旧石器時代の遣物（第26図）

調査区内の中央部に立地する塚群の調査の際に，第2号塚の南東部盛土下層から旧石器時代のものと考えら

れる剥片2点が出土した。そこで，塚群及び旧石器時代以外の遺構調査終了後，剥片の出土地点であるBIco

区を中心に，Blbl区～B2dl区内に2m四方の調査グリッドを9か所設定し，基本層序の第5層上面まで

を掘り下げた。しかし，いずれの調査グリットにおいても，旧石器時代の遺構や文化層は確認されなかった。

また，石器や剥片等も出土しなかった。ここでは，第2号塚の南東部盛土下部から出土した剥片2点を，実測

図と観察表で記載する。

・／／′′へ＼、、＼

第26図　旧石器時代の遣物実測図

旧石器時代の遺物観察表（第26図）

くつ

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材　 質 特　　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

1 剥片 7．7 2，6 1．8 16．4 貞岩 縦長剥片。上部に打突痕，自然面残存。二次調整なし。 塚盛土下部 QI　 III．12

2 剥片 6．7 4．9 2．0 43．0 瑠璃 大形剥片。裏面に自然面残存。二次調整なし。 塚盛上下部 Q2　　 PL12

2　縄文時代の遺構と遣物

今回の調査で，竪穴住居跡2軒が確認された。調査区のほぼ中央部と東部に位置し，丘陵性台地の尾根部に

立地していた。以下，遺構と主な出土遣物について記述する。

（1）竪穴住居跡

第1号住居跡（第27・28図）

位置　調査区中央部のBli8区に位置し，丘陵性台地の尾根部上の緩斜面に立地している。

規模と形状　平面形は長径4．80m，短径4．28mの楕円形である。長径をもとにした主軸方向は，N－210－E

である。壁は外傾して立ち上がり，確認された壁高は8～16cmである。
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第27図　第1号住居跡実測図

2m
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床　地形に合わせて北東側から南西側に向かって，わずかに傾斜しているもののほぼ平坦である。床面は比較

的締まりが見られたが，硬化面は確認されなかった。

炉　確認されなかった。

ピット　7か所。Pl～P4は深さ10～46cmで，その規模と配置から主柱穴と考えられる。また，P5～P7

は深さ16～24cmで，主柱穴と考えられるピットに沿った位置に存在することから補助柱穴と考えられる。

Pl・P3土層解説
1　褐　　色　ロームブロック少量
2　褐　　色　ローム粒子中量

3　にぷい褐色　ローム粒子多量

覆土　3層に分層される。全体に褐色士を基調とし，壁際から中央部に向かってレンズ状の堆積状況を示すこ

とから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量，廃土粒子極微量　　3　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　褐　　色　ローム粒子中量

ー33－



第28図　第1号住居跡出土遺物実測図
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遺物出土状況　縄文土器片16点（胴部片15，底部片1），自然礫5点が出土している。遣物は少量で，ほとん

どが小破片である。第28図3・5・8・10・11は覆土中から，6・9は主に南東部を中心とした床面から，4・

7は覆土下層からそれぞれ出土している。

所見　出土土器の時期は，前期から中期まで時間的な幅が見られた。床面上からの出土土器及び遺構の形態か

ら，時期は概ね縄文時代前期前半と考えられる。

第1号住居跡出土遺物観察表（第28図）

番 冒・ 種 別 器 種 「ト径 器高 底径 胎　 上 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土位 置 備　 考

3 縄 文 土器 深 鉢 － （2．7） ［10 ．8］ 石英 ・長石 ・雲母 橙 普 通 無 文。胴 部 表 裏面 ，底 面 ミガキ。 南部 覆 土中 P 3　　 10％

番 号 種　 別 器種 胎　 土 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土位 置 備　 考

4 縄 文 土器 深 鉢 長石 ・雲 母 ・繊 維 にぷ い 橙 普 通 附 加 条縄 文 施 文 。 羽 状 構 成 。
南 東部 覆土 下

層 T P 4　　　 PLlO

5 縄 文 土器 深 鉢 長 石 ・雲 母 ・繊 維 にぷ い 橙 普 通 附 加 条 縄 文施 文。 羽 状 構 成 。 覆 土中 T P 5

6 縄 文 十器 深 鉢 石 英 ・長 石 ・雲 母 ・繊 維 にぷ い橙 普 通 単 節 縄 文施 文。 東部 床面 TP 6　　　 PL ll

7 縄 文土 器 深 鉢 石 英 ・長 石 ・雲 母 ・繊 維 にぷ い橙 普通 単 節 縄 文 地 文。 南東 部覆 土 卜
屑 TP 7　　　 円′11

8 縄 文土 器 探 鉢 長 石・繊維 にぷ い橙 普通 単 節 縄 文 施 文 。 覆 土 中 TP 8

9 縄 文 土器 深 鉢 石 英・長 石・雲 母 橙 普通 貝 殻 腹 縁 に よ る爪 形 文 施 文。 東 部床 面 TP 9

10 縄 文土器 深鉢 石 英・長石 ・雲 母 褐 普 通 羽 状構 成 の 単 節 縄 文 と横 位 の 結 節 文 施 文 。 覆 土中 TP lO

11 縄 文 土器 深 鉢 石英 ・長 石 ・雲 母 にぷ い 赤褐 普 通 単 節 縄 文 と横位 の 結 節 文施 文。 覆 土中 TP ll　　 PL lO

第2号住居跡（第29図）

位置　調査区東部のB2b2区に位置し，丘陵性台地の尾根部上の平坦面に立地している。

重複関係　北部の壁と床の一部は，第8号土坑を掘り込んで構築されている。

規模と形状　東側は調査区域外のため，全体の規模は明確にできないが，南北3．12mで，東西は1．78mまでが

確認された。平面形は隅丸方形または長方形と推定される。主軸方向は不明である。壁は外傾して立ち上がり，

確認された壁高は20～31cmである。
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床　ほぼ平坦である。調査した範囲内で，硬化面などは確認されなかった。

炉　調査した範囲内では，確認されなかった。

ピット　調査した範囲内では，3か所が確認された。Pl～P3は深さ28～35cmで，その規模と配置から主柱

穴と考えられる。

覆土　5層に分層される。全体的に褐色土を基調とし，粘性としまりは強い。壁際から中央部に向かってレン

ズ状の堆積状況を示すことから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　褐　　色　ローム粒了ヰ畳，炭化物極微畳
2　褐　　色　ロームブロック微量，炭化粒子極微量
3　暗褐色　ローム粒了ヰ畳

4　褐

5　褐

色　ロームブロック中畳，炭化粒子極微量

色　ロームブロック少量

遺物出土状況　縄文土器片1点（胴部片），石器1点（石錬）と，混入と考えられる土師器片1点，須恵器片

1点が出土している。第29図12は北部の覆土下層から，13は北西部の覆土下層からそれぞれ出土している。

所見　遺物がほとんどなく時期は明確ではないが，遺構の形態や第1号住居跡の立地と合わせ，縄文時代前期

と考えられる。
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第2号住居跡出土遣物観察表（第29図）

番 号 種　 別 器 種 胎　 上 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出土 位 置 備　 考

12 縄 文 土器 深 鉢 石 英 ・長 石 にぷ い 黄橙 普 通 横 位 の 沈線 文施 文。 北 部覆 土下層 TP 12

番 号・ 種 別 長 さ 幅 厚 さ 重 量 材　 質 特　　　　　　　 徴 出土位 置 備　 考

13 石 鍛 2，4 6 1．26 0．44 1．16 チ ャー ト 凸 基 有 茎 嫉 。 側 線 押 庄 剥 離 。
北 西部覆 土 下

層 Q13　　 PL 12

（2）遺構外出土遺物（第30図）

ここでは，調査区内の表土中から出土した遣物や，他時期の遺構への流れ込みまたは混入と判断された遣物

のうち，特徴的なものを実測図と観察表で記載する。

第30図　遺構外出土遺物実測図



遺構外出士遺物観察表（第30図）

番 ぢ一　 種　 別 器 種 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土 位 置 備　 考

14 縄 文 土器 深 鉢 石 英 ・長 石 にぷ い 橙 普通
口唇 部 内 外 面 に 連 続 す る キ ザ ミ施 文 。 胴 部 表 裏 面 擦
痕 状 。 表 土 中 TP 14　　 P LlO

15 縄 文 土器 深 鉢 石 英 ・長 石 にぷ い黄 橙 普通
口唇 部 内 外 面 に 連 続 す る キ ザ ミ施 文 。 胴 部 表 裏 面 擦
痕 状 。 表 土 中 TP 15　　 PL lO

16 縄 文 土器 深鉢 石 英 ・繊 維 にぷ い橙 普適 R L 単 節 縄 文 施 文。 表 土 中 T P 16　　 PL lO

17 縄 文土器 深 鉢 石英 ・長石 ・雲母 ・赤色 に ぷい 黄 橙 普 通 半 裁 竹 管 に よ る 方 向 の 異 な る 平 行 沈 線 文 と横 位 の 平
表 土 中 T P17　　 PL lO粒子 行 刺 突 文 で 文 様 構 成 。

18 縄 文 土器 深 鉢 石英 ・長 石 ・雲 母 灰 黄 褐 普 通 横 位 の 半 裁 竹 管 に よ る 平行 沈線 文施 文。 表 土中 TP 18　　 PL lO

19 縄 文 土器 深 鉢 石英 ・長 石 ・雲 母 黒褐 普 通
口唇 部 押 圧 。 羽 状 構 成 の 単 節 縄 文 と横 位 の 結 節 文 施

文。 表 土中 TP 19　　 PL lO

20 縄 文 土器 深 鉢 石 英 ・長 石 ・雲 母 に ぷい 橙 普 通 無 文 。 横 位 の 隆 帯 貼 付 。 表土 中 TP 20　　 PL lO

21 縄 文 土器 深 鉢 石 英 ・長 石 ・雲 母 にぷ い黄 橙 普通 貝 殻 腹 縁 に よ る 爪 形 文 施 文 。 表土 中 TP2 1　　 P LlO

2 2 縄 文 土器 深 鉢 石 英 ・繊 維 にぷ い黄 橙 普通 附 加 条 縄 文施 文 。 羽 状構 成 。 表 土 中 TP22　　 PIJll

23 縄 文 土器 深鉢 石 英 e繊 維 にぷ い黄 橙 普通 附 加 条 縄 文 施 文 。 羽 状 構 成 。 表 土 中 T P23　　 P Lll

24 縄 文土 器 深 鉢
石英 ・長 石 ・赤 色粒 子 ・
繊維 にぷ い 黄橙 普 通 附加 条 縄 文 施 文 。 羽 状 構 成 。 表 土 中 T P24

25 縄 文 土器 深 鉢 石 英 ・長石 ・繊維 にぷ い 黄橙 普 通 附 加 条縄 文 施 文 。 羽 状 構 成 。 表 土 中 T P25

26 縄 文 土器 深 鉢 石英 ・長 石 ・繊 維 にぷ い 黄橙 普 通 R I．＿J単節 縄 文 施 文 。 表 土 中 TP 26

27 縄 文 土器 探 鉢 石 英 ・長 石 ・繊 維 にぷ い黄 橙 普 通 R L 単節 縄 文 施 文 。 表 土中 TP 27　　 PL ll

28 縄 文 土器 深 鉢 石 英 ・長 石 ・雲 母 にぷ い黄 橙 普 通 貝 殻 腹 縁 に よ る 爪 形 文 施 文 。 表土 中 TP 28　　 PL lO

2 9 縄 文 土器 深 鉢 石 英 ・長 石 ・雲 母 にぷ い橙 普通 貝 殻 腹 縁 に よ る 爪 形 文 施 文 。 表 土 中 TP2 9

30 縄 文 土器 深鉢 石 英 ・長 石 ・雲 母 にぷ い褐 普通 貝 殻 腹 縁 に よ る爪 形 文 施 文 。 表 土 中 TP30

3 1 縄 文土 器 深鉢 石英 ・長 石 ・雲 母 にぷ い橙 普通 貝 殻 腹 縁 に よ る爪 形 文施 文。 T K l 盛 土 中 TP3 1

32 1 縄 文 土 器 】深 鉢 i石英 i長石 i雲 母　　 1 褐　 l普 通 i貝殻 腹 縁 に よ る爪 形 文 施 文。　　　　　　　　　 lS K 2 覆 土 中 ITP3232 ‖縄文 土 器 l深 鉢 l石英 i長石 i雲 母 l　 褐 I普 通 ー貝殻 腹 縁 に よ る爪 形 文 施 文。 ーs K 2 覆 土 中 圧p32

33 縄 文 土 器 深 鉢 石 英 ・長石 にぷ い 黄橙 普 通 貝殻 腹 縁 に よ る爪 形 文 施 文。 S K 2 覆 土 中 T P33

34 縄 文 土器 深 鉢 長 石 ・雲 母 ・赤 色 粒 子 にぷ い 黄橙 普 通
平行 沈 線 に よ る 曲線 状 の 区 画 と貝 殻 腹 縁 文 に よ る 文

様 構 成 。 表 土 中 T P34　　 P Lll

3　奈良◎平安時代の遺構と遣物

今回の調査で，士坑1基が確認された。調査区の北部に位置し，丘陵性台地尾根部上の平坦面に立地してい

た。以下，遺構と主な出土遣物について記述する。

（1）土　　坑

第6号土坑（第31図）

位置　調査区北部のA2fl区に位置し，丘陵性台地の尾根部上の平坦面に立地している。

規模と形状　長径1．64m，短径0．68mの長楕円形で，深さは87cmである。壁は直立し，底面は平坦である。

長径方向はN－720－Eである。

覆土　3層に分層される。壁際からレンズ状の堆積状況を示していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　褐　　色　ローム粒子中量，鹿沼パミス少量

2　褐　　色　ロームブロック少量
3　にぷい褐色　ローム粒子多量，鹿沼パミス少量

遺物出土状況　須恵器片4点（蓋）が出土している。第31図35は覆土中，36は覆土下層からそれぞれ出土して

いる。

所見　性格は不明であるが，埋没過程で土器が投棄されたものと推定される。時期は，出土土器から8世紀後

半と考えられる。
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第31図　第6号士坑遣物実測図

第6号土坑出土遣物観察表（第31図）

二二二＿

∈≦：≡

l　二、、11、
－「∵∵十㌢勺

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　 士 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

35 須恵器 蓋 ［．1．6．2］ （2．9） … 石英・長石・砂粒 灰 普通 ロクロ成形。天井部回転へラ削り，。 覆土中 P35　　 25％

36 須恵器 蓋 ［15．3］ （2．7） － 石英e砂粒 にぷい黄褐 普通 ロクロ成形。天井部回転へラ削 り。 西部覆土下層 P36　　 30％

（2）遺構外出士遣物（第32図）

ここでは，調査区内の表土中から出土した遣物や，他時期の遺構への流れ込みまたは混入と判断された遣物

のうち，特徴的なものを実測図と観察表で記載する。

＼＼、ぜ迄と

＼∈三三

』37　事

甜8　願39
第32園　遺構外出士遣物実測図

遺構外出士遣物観察表（第32図）

番 号 種別 器 種 口径 器 高 底 径 胎　 士 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土位 置 備　 考

37 須 恵 器 杯 － （2．0） ［6．8］ 石 英 ・雲 母 にぷい 黄橙 普 通 ロクロ成形 。体 部 下端 手 持 ちへ ラ削 り。 TK l 盛 土中 P 37　　 15％

38 須 恵 器 高台付 杯 － （3．0） － 石 英 ・長 石 ・砂 粒 灰 黄 普 通 ロクロ成形 。体 部内 面磨 滅 。転用 硯 カ。 表 土中 P 38　　 10％

番 号 種　 別 長 さ 幅 厚 さ 重 量 胎　 土 色　 調 焼 成 特　　　　 徴 山上 位 置 備　 考

39 紡 錘 車 （4．0） （3．1） 1．4 （20．9） 長 石 ・砂 粒 灰 普 通 上面へラナデ。下面手持ちへラ削り。須恵質。 T K l 盛 土 中 DP 39　　 PLll
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4　近世の遺構と遺物

今回の調査で，塚4基と墓墳2基が確認された。塚は調査区の南部から北部に，墓境は調査区の南部にそれ

ぞれ位置し，丘陵性台地の尾根部平坦面に立地していた。以下，遺構と主な出土遺物について記述する。

（1）塚

第1号塚（第33図）

位置　調査区南部のB2dl区に位置し，丘陵性台地の尾根部上の平坦面に立地している。

規模と形状　基底部の平面形は，長径4．3m，短径3．9mのほぼ円形で，基底部から塚頂部までの高さは70cmで

ある。北側の盛土裾部は，一一一一部削平され原形をとどめていない。また，塚上部には2株の木根が覆っていた。

構築状況　4層からなる。旧表土面を基底部とし，褐色土を主体として盛土している。中央部から山状に積み

上げているが，木根による撹乱も確認され，全体的に締まりに欠ける軟らかい層からなる。

土層解説
1　褐　　色　ロ

2　褐　　色　ロ

ーム粒子中量

－ムブロック微量

3　褐　　色　ローム粒丁少量

4　褐　　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　盛土中から，築造時の混入と考えられる縄文土器片9点，土師器片4点，須恵器片4点，土製

品1点（紡錘車）が出土している。

所見　時期は，築造状況から近世と考えられる。
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第2号塚（第34・35図）

位置　調査区中央部のBIco区に位置し，丘陵性台地の尾根部上の平坦面に立地している。
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第34図　第2・3号塚実測図
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第35図　第2号塚出土遣物実測図
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規模と形状　基底部の平面形は，長径4．2m，短径4．0mの円形である。塚頂部は木根1株が覆っているため，

基底部から塚頂部までの高さは明確でないが，約90cmである。裾部のくずれは比較的少ない。

構築状況　3層からなる。旧表土面を基底部とし，褐色士と灰褐色士を主体として盛土している。中央部から

山状に積み上げているが，木根による撹乱も確認され，1e3層は締まりに欠ける軟らかい層からなる。2層

は比較的締まりが見られる。また，南東部の盛土内からは，大形の自然石を平坦に据え，周囲に自然磯を巡ら

した階段状の石組みが確認された。

ロ
　
ロ

色
色

説解
褐
褐

層土

1

2

ーム粒子多量

－ム粒子中量

3　褐　　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　南西側裾部の盛土上層から瓦質土器1点（鉢）と，築造時の混入と考えられる縄文土器片2息

土師器片1息　陶器片2息　石製品1点（砥石），剥片2点が出土している。第35図40は，塚の裾部から正位

で出土している。信仰または供養に伴って据えられたものと推定される。

所見　地元の方の話では，かつて石塔が建立されていたというので，盛土内で確認された石組みは，建立時の

基礎部分と推定される。時期は，築造状況から近世と考えられる。

第2号塚出土遣物観察表（第35図）

番 号 種 別 口径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出土 位 置 備　 考

40 瓦 質 土器 鉢 19．4 11．3 13．6 石 英 ・長石 灰 黄 褐 普 通 体部内 。外面ロクロナデ。三巌 内面下部磨軌 北 西裾 部盛 土
下 層

P40　　 90％

PIJll

番 号 種別 長 さ 幅 厚 さ 材　 質 特　　　　　　　 徴 出土位 置 備　 考

41 砥 石 （5．4） 6．6 （1．5） （56．4） 凝 灰 岩 表 裏 面剥 離 。 2側 面 を砥 面に使 用 。 北西 裾部 表 土

中 Q 41　　 P Lll

第3号塚（第34◎36図）

位置　調査区中央部のBlbo区に位置し，丘陵性台地の尾根部上の平坦面に立地している。

規模と形状　基底部の平面形は，長径4．5m，短径4．3mのほぼ円形である。基底部から塚頂部までの高さは80

cmである。塚頂部付近には木根2株が存在しているが，全体の形状を比較的よくとどめている。
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第36図　第3号塚出土遣物実測図
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構築状況　3層からなる。旧表土面を基底部とし，褐色土を主体として盛土している。中央部から山状に積み

上げているが，全体的に締まりに欠ける軟らかい層からなっている。

土層解説（第1～3層は，第2号塚盛上）
4　褐　　色　ローム粒了ヰ量
5　褐　　色　ロームブロック少量

6　褐　　色　ローム粒子多量

遺物出土状況　南西側裾部の盛土中から，第36図に示した陶器片2点が出土している。また，構築時の混入と

考えられる須恵器片1点が出土している。

所見　時期は，築造状況から近世の塚と考えられる。また，裾部盛土中から出土した陶器片からは，長期間に

わたって供養または信仰の対象となっていたことがうかがわれる。

第3号塚出土遣物観察表（第36図）

番 号 種 別 器 種 口径 器 高 底 径 胎　 上 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出土 位 置 備　 考

42 陶 器 皿 ［10．6 ］ 2．2 ［5．2］ 長 石 ・砂粒 にぷ い 黄橙 良 好 底 部 回 転 へ ラ削 り。 体 部 内 ・外 面 錆 粕 。
内 面 重 ね 焼 き痕 有 り。 盛 土中 P42　　 30％

43 陶器 皿 ［12，2］ 3．1 ［5．8］ 砂 粒 浅黄 色 良 好
底 部 回 転 へ ラ 削 り。 体 部 内 ・外 面 御 深
井 軸 。 内 面 摺絵 に よ る梅 花 文。 東 部 盛 土中 P43　　 30 ％

第4号塚（第37図）

位置　調査区北部のA2e3区に位置し，丘陵性台地の尾根部上の平坦面に立地している。

規模と形状　北側と東側の裾部は調査区域外に伸び，西側は道路によって削平されている。また，塚頂部は削

平され，盛土の崩落も著しい。そのため，基底部の平面形は明確にできない部分があるが，径約4．0mで，基

底部から塚頂部までの高さは30cmほどが確認された。

構築状況　単一層である。上層は削平と崩落により遣存していない。旧表土面を基底部とし，褐色土を盛土し

ている。中央部から山状に積み上げているが，全体的に締まりに欠ける軟らかい層からなる。

土層解説
1　褐　　色　ローム粒子少量

遺物出土状況　盛土中から，構築時の混入と考えられる土師器片3点が出土している。

所見　時期は，築造状況から近世の塚と考えられる。
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第37図　第4号塚実測図
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（2）墓　墳

第1号墓墳（SKl）（第38図）

位置　調査区南部のBle8区に位置し，丘陵性台地の尾根部上の緩斜面に立地している。

⑥

第38図　第1号墓墳実測図
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規模と形状　一辺が1．80mの方形で，南北軸をもとにした主軸方向は，N－27C－Eである。二段の掘り込み

を有し，上段部の深さは65cmである。壁はほぼ直立しており，底面は平坦である。下段部の掘り込みは北東コー

ナー部に位置し，一辺が0．6mの方形で深さは80cmである。壁は直立しており，底面は平坦である。

覆土10層に分層される。ブロック状に人為的な埋設がなされたと考えられる。

土層解説

l　褐

2　褐

3　褐

4　褐

5　褐

色　ローム粒子多量，鹿沼パミスブロック少量

色　ロームブロック・鹿沼パミスブロック少量

色　ロームブロック中量，鹿沼パミスブロック少量

色　ロームブロック・鹿沼パミスブロック中景

色　ローム粒子多量，鹿沼パミスブロック中量

6　褐　　色　ローム粒子中量，鹿沼パミスブロック少量

7　褐　　色　ロームブロック多量

8　褐　　色　ローム粒子中量

9　褐　　色　ローム粒子中量，鹿沼パミス少量

10　褐　　色　鹿沼パミスブロック・ローム粒子中量

遺物出土状況　下段部掘り込みの底面から，鉄製品（釘片）と人骨片が出土している。また，上段部の覆土中

から，埋設時の混入と考えられる縄文土器片1点が出土している。

所見　時期は，隣接する第2号墓境と類似の形態を呈していることから，近世と考えられる。

第2号墓壊（SK2）（第39図）

位置　調査区南部のBle8区に位置し，丘陵性台地の尾根部上の緩斜面に立地している。

規模と形状　一辺が1．90mの隅丸方形で，南北軸をもとにした主軸方向は，N－100－Eである。二段の振り

込みを有し，上段部の深さは60cmである。壁はほぼ直立しており，底面は平坦である。下段部の揺り込みは中

央部に位置し，一辺が0．7mの方形で深さは65cInである。壁は直立しており，底面は平坦である。

覆土10層に分層される。ブロック状に人為的な埋設がなされたと考えられる。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子・鹿沼パミス少量，炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子・鹿沼パミス中量，炭化粒子極微量

3　褐　　色　ローム粒子中量，鹿沼パミス少量
4　褐　　色　ローム粒子中量，鹿沼パミス少量，炭化粒子微量
5　褐　　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
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鹿沼パミスブロック少量

鹿沼パミス微量，炭化粒子極微最

鹿沼パミス少量

鹿沼パミスブロック微量

鹿沼パミス少量

遺物出土状況　下段部掘り込みの底面から，鉄製品1点（釘片ヵ），銅製品1点（煙管），古銭6点（寛永適賓）

と人骨片が出土している。

所見　時期は，出土遣物及び遺構の形態から，17世紀末以降と考えられる。

第2号墓墳出土遣物観察表（第39図）

番 号 種別 長 さ 幅 厚 さ 重 量 材　 質 特　　　　　　　　 徴 出土位 置 備　 考

44A 煙 管 （雁 首 ） （7．2） 1．7 2．4 9．2 5 銅 ラ ウ竹 管 残 存 。 火 皿 部 円形 。 中央 部 底 面 M 44A　　 P L12

4 4B 煙 管 （吸 口） （6．5） 1．0 1．0 4．46 銅 ラ ウ竹 管残 存 。 漆 塗 彩 。 吸 口部 先 端 欠 損 。 中央 部 底 面 M 44B　　 P L12

番 号 銭名 径 孔 幅 初 鋳 年 材　 質 特　　　　　　　　 徴 出 土位 置 備　 考

45 寛永 適 賓 2．5 3 0．59 3．16 1668 銅 新 寛 永 。 文 銭 。 銅 一 文 銭 。 中央 部底 面 M 45　　 PIJ12

46 寛永 通 賓 2．54 0 ．58 4 ．22 1668 銅 新 寛 永 。 文 銭 。 如上一文 銭 。 中央 部底 面 M 46　　 PlJ12

47 寛永 適賓 2．54 0 ．59 4．2 0 1668 銅 新 寛 永 。 文銭 。 銅 一一一一…一文 銭 。 中央 部底 面 M 47　　 PL 12

48 寛 永 適賓 2．50 0 ．60 3．70 1668 銅 新 寛 永 。 文 銭 。 鋼 …一一一一一文 銭 。 中央 部底 面 M 48　　 PL 12

49 寛 永 適賓 2．52 0 ．61 3．60 1．668 銅 新 寛 永 。 文 銭 。 釦「一文 銭 。 中央部 底 面 M 49　　 PL 12

50 寛 永 過密 2．59 0．60 3．50 1697 銅 新 寛 永 。 無 背 銭 。 銅 一 文 銭 。 中央部 底 面 M 50　　 P L12
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第39図　第2号墓墳・出土遺物実測図

l

二∈≡E≡＝＝≡≡≡∋二
I

の　44B

≡二一一

0　　　　　　　　　　　　　10cm

0　　　　　　　　3cm

！　⊥　」

（3）遺構外出土遺物（第40図）

ここでは，調査区内の表土中から出土した遺物や，他時期の遺構への流れ込みまたは混入と判断された遣物

のうち，特徴的なものを実測図と観察表で記載する。

遺構外出土遺物観察表（第40図）

番 号 種 別 長 さ 幅 厚 さ 重 量 材　 質 特　　　　　　　 徴 出土 位 置 備　 考

51 砥 石 （10 ．2） （2 ．8） （1．0） （2 1．5） 粘 板 岩 裏 面 剥 離。 1 面 を砥 面 に使 用。 表 土 中 Q5 1　　 PL ll

52 砥 石 （13．2） （5．4） 2．8 （320） 砂 岩 4 面 を砥 面 に使 用 。 表 土 中 Q 52　　 PL ll

番 号 銭名 径 孔幅 重 量 初 鋳 年 材　 質 特　　　　　　　 徴 出 土位 置 備　 考

53 寛永 通 貨 2，2 9 0 ．67 1．96 1697 銅 新 寛 永 。 無 背 銭 。 銅 一 文 銭 。 表 土中 M 53　　 Pl．12

5 4 寛 永 通貨 2．29 0 ．65 2．34 銅 新 寛 永 。 背 面 口。 銅 一 文 銭 。 表 土中 M 5′l　 Pl．12

5 5 □□通 賛 2．26 0．70 1．34 銅 銭 種 不 明 。 無 背 銭 。 表土 中 M 55　　 PL 12

45－
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第40図　遺構外出土遺物実測図
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5　その他の遺構

今回の調査で，時期および性格不明の土坑6基と溝跡1条が確認された。これらの遺構については，一覧表

で掲載し，平面図は全体図（第41図）で示すことにする。

表7　縄文時代住居跡一覧表

番号 位置 主軸方向 平面形
規　 模

床面 壁構
内部施 設

覆土 主な出土造物 時　 期
備　 考

新旧関係（旧→

新），その他長軸（径）×軸 （径）（m）壁高（cm） 主柱穴貯猷 ビット出加 炉

1 B l i8 N －21㌧E 楕円形 4．80　×　4，28 8′、16 平坦 4 3 自然 縄文 土器 （深鉢） 前期前半

2 B 2 b2
［隅丸方形
または長方形］

（3．12）×（1．78） 20～31 平坦 3 自然
縄 文 土器 （深 鉢），

石錬
前期 SK8→本跡

表8　奈良・平安時代土坑一覧表

番 号 位置 長径（軸）方向 形　 状
規　 模

壁面 底面 覆土 主な出土遺物
備　 考

新旧関係（佃→新），
その他長径×短径 （m ）深 さ（cm）

6 A 2 rl N －720－E 長楕円形 1．64　×　0．68 8 7 直立 平蝿 自然 須恵器 （蓋）

表9　塚一覧表

番 号 位 置 長径（軸）方向 平面形
規　 模

主な出土遺物 時　 期
備　 考

新旧関係 （旧－→
新），その他長径×短径（m ）高さ（cm）

1 B 2dl － 円形 4．30　×　3，90 70 － 近世 SK4→本跡

2 B Ico 円形 4．20　×　4．00 90 瓦質 土器 （鉢） 近世

3 B lbo － 円形 4．50　×　4．30 80 陶器 （小皿 ） 近世

4 A 2e3 － ［円形］ ［4 ，00］×［4．00］ （30） － 近 世
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表10　墓墳一覧表

一
長径（軸）方向 形　 状

規　 模
壁面 底面 主な出土遺物

備考
新旧関係（旧→
新），その他長軸×短軸 （m ） 深さ（cIll）

1 B le8 N －27∴E 方形 1．90　× 1．90 65′、145 直立 平坦 人為 釘片，人骨片

2 B le8 N …10㌧E 隅丸方形 1．80　× 1．80 60′、125 直立 人為 古銭（寛永適寮），煙管，釘片，人骨片

表11その他の土坑一覧表

番号 長径（軸）方向 形　 状
規　 模

壁面 底面 覆土 主な出土遺物
備 考

新旧関係（旧→
新），その他長径 ×短径（m ）深さ（cm）

3 B lb9 N －43‾．－E 楕円形 1．25　×　0．64 58 外傾 皿状 自然
－ SD l→本跡

4 B Ico … 円　 形 1．4－2　× 1．40 22 緩斜 凹凸 自然
…

5 A 2 j2 N －33リ十E 長楕円形 2．45　× 1．10 25 緩斜 人為 －

7 B l．do N －16．ノーE 楕 円形 0．88　×　0．62 32 外傾 人為 －

8 B 2 b2 － ［円形］ 0．82 ×（0．38） 30 緩斜 皿状 自然 － 本跡→S I2

9 B lh8 N …87㌧E 楕円形 1．32　×　0．90 46 外傾 自然
－

表12　溝跡一覧表

第4節　ま　と　め

今回の調査の結果，縄文時代の竪穴住居跡2軋　奈良e平安時代の土坑1基，近世の塚4基と墓墳2基，時

期不明の士坑6基と溝跡1条が確認された。また，遺構に伴わないものの，旧石器時代の剥片も出土したこと

から，旧石器時代から近世までの複合遺跡であることが明らかになった。ここでは，各時代別に遺構と遣物に

ついて概要を述べ，まとめとしたい。

1　旧石器時代

旧石器時代の遣物は，第2号塚の下部から頁岩と瑠璃製の剥片2点が出土している。調査では出土地点を中

心に，基本層序の第5層であるハードローム層上面まで掘り下げたが，遺構や文化層，共伴する石器群などを

確認することはできなかった。笠間市内で旧石器時代単独の遺跡は未確認であるが，縄文時代などと複合した

遺跡から遣物が出土している。本戸地区の石崎遺跡と本戸城跡ljでは細石刃が，片庭地区の西田遺跡2）では御

子柴型の石斧がそれぞれ確認されている。また，隣接する岩瀬町東部の高幡地区3）からは槍先形尖頭器が，松

田古墳群4）からはナイフ形石器と石核，剥片などが出土している。

このように周辺地域の丘陵性の台地上において，旧石器時代の遺物が確認された遺跡は確実に増えている。

今後は，安定した層位において石器群などが発見され言羊細な検討が進められることに期待したい。
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2　縄文時代

縄文時代の竪穴住居跡2軒は，調査区中央部と東部に位置し，いずれも丘陵性台地の尾根部上に立地してい

た。第1号住居跡は楕円形で，ピット7か所が確認されたが，炉は確認されなかった。出土土器は，前期前半

の関山式と中期初頭の下小野式が主体であるが，床面上から出土した土器から，時期は前期前半と考えられる。

第2号住居跡は，一部調査区域外ではあるが，隅丸方形または長方形と推定される。遣物がほとんどないが，

時期は第1号住居跡とほぼ同時期と推定される。

遺構に伴わない縄文土器は，早期後葉の条痕文系，前期前半の開山式◎黒浜式，前期後半の浮島式。興津式，

中期初頭の下小野式期の土器などが確認された。住居跡の時期と比較すると，時期的な幅に広がりが見られる。

縄文時代の遺跡は，笠間市内で71遺跡，岩瀬町内で19遺跡ほどが，これまでに確認されている。笠間市内に

おける縄文時代の遺跡の立地環境を見ると，早e前期の遺跡は，市域北部や南部の標高75m以上の丘陵性台地

上に立地する傾向が捉えられている5）。当遺跡も同様な立地条件のもとに，生活の場が形成されていたことが

明らかになった。早e前期以外では，中期初頭の下小野式と考えられる土器が含まれていた。この時期の土器

が確認された遺跡としては，隣接する友部町寺山遺跡6）などがあるが，遺跡数は少なく貴重な資料である。

3　奈良◎平安時代

奈良e平安時代の遺構としては，調査区北部で土坑1基が確認された。性格は不明であるが，埋没過程で須恵

器の蓋が投棄されたと考えられる。遣構外からも須恵器の杯や紡錘車が出土している。居住活動を示す住居跡な

どは調査区内で確認されなかったが，当遺跡に近接して福原原遺跡が所在している。平成3年度に発掘調査が実

施され，8世紀後葉の住居跡4軒が確認されている7）。時期的にも位置的にも，関連性が十分に示唆される。

4　近　世

近世の遺構は，塚4基と墓墳2基が確認された。塚は，調査区中央を南北に通る道路に面して，南部に3基

と北部に1基が築造されていた。第1～3号塚はほぼ同じ規模を有し並んで立地していた。第4号塚は，道路

の改修などによって一部削平されているとともに，盛土の崩落も見られ遣存状態は良好ではなかった。

特に，第2号塚の道路に面した南東部盛土内からは，石塔建立時の基礎部分と考えられる石組が確認された。

いずれの塚にも石塔自体は存在しなかったが，北側の調査区域外には，享保元（1716）年建立の「南無阿弥陀

悌」と刻まれた百万遍供養塔，安永6（1777）年に建立された如意輪観音像の十九夜供養塔，天明元（1781）

年建立の廿三夜供養塔などが祀られている。これらの石塔は，笠間市内では比較的多く確認されている種類8）

であり，かつては塚に伴っていたものが移設された可能性も十分に考えられる。塚の周囲からは，わずかに遣

物も出土しており，長期間にわたって人々の信仰の対象であったことがうかがわれる。

墓墳2基は，2段掘り込みの形態を有していた。笠間市内では向原遺跡9）でも確認されており，類例の増加

によって，埋葬方法や形態について詳細な検討が可能になると思われる。

1）笠間市史編さん委員会「笠間市遺跡分布調査報告書」『笠間市史資料』第5集　笠間市史編さん委員会1992年3月
2）西野　元　加藤博文他「笠間市西田遺跡の研究一縄文時代における石鉱の製作と流通に関する研究－」『筑波大学先

史学e考古学研究調査報告』7　筑波大学歴史e人類学系1996年3月
3）岩瀬町史編さん委員会『岩瀬町史　通史編』岩瀬町1987年3月
4）横倉要次「松田古墳群　北関東自動車道（友部～水戸）建設事業地内埋蔵文化財調査報告書V」『茨城県教育財団文

化財調査報告』第226集（財）茨城県教育財団　2004年3月
5）1）に同じ
6）平松孝志「北関東自動車道（友部～水戸）建設工事地内埋蔵文化財調査報告書Ⅲ　寺山遺跡　東平遺跡　坂ノ上塚群」

『茨城県教育財団文化財調査報告』第150集（財）茨城県教育財団1999年3月
7）萩原義照「福原原遺跡」『笠間市埋蔵文化財調査報告』第8集　笠間市教育委員会　笠間市福原原遺跡発掘調査会

1995年3月
8）石塚光男「笠間の社寺と庶民の信仰」『笠間市史　上巻』笠間市1993年12月
9）茨城県教育財団「平成14年度調査遺跡の概要　向原遺跡」『年報』22（財）茨城県教育財団　2003年6月
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第41図　福原打越塚群遺構全体図



第5車　上加賀田宮後藤遺跡

第温節　遺跡の概要

上加賀田宮後遺跡はタ　平安時代と近世の複合遺跡である。調査前の現況は畑地でタ調査面積は86工6飢壷であ

る。調査の結鼠平安時代の遺構は竪穴住居跡6軋士坑1鼠近世の遺構は掘立柱建物跡3線井戸跡l鼠

また時期不明の遺構として士坑鮮基　ピッ　群　群を確認した。

遣物軋遺物コンテナ（60×40×20cm）に6箱出土している。出土した主な遺物は土師器鶴瓶高台什軋

甑）須恵器移転蓋上灰粕陶器　碗上土師質土器快鈍措鉢上瓦質土器（火鉢上着製品〔支脚　砥石上

土製品（支脚）である。

第2節　基　本　層　序

B2b4区にテストピットを設定しタ　約169m掘り下げて基本土層の観察を行った。

第1層は表土で，層厚は25～30cmである。暗褐色土で炭化粒子夕焼士粒子を含み締まりはあるが粘性はない。

第2層は，褐色をしたソフトローム層で，層厚は25～62cmである。炭化粒子，廃土粒子，白色粒子を含み粘

性。締まりがある。

第3層はブ第2層よりやや暗い褐色をしたソフトローム層で，層厚は20～35cmである。白色粒子などを多く

含んでおりク　粘性⑳締まりがある｛トl　　▼　　、　’　　　　′　　llll．‾　　　l’l’しノ、　　‘▼　し　′　し1ノ・、．

第4層は，浅黄橙色をした粘土層で，層厚は，10～35cmである。白色粒子の赤色粒子などを含んでおり，粘

性◎締まりがある。

第5層は，黄橙色をした粘土層で，層厚は15～55cmで

ある。直径1～5mmほどの白色粒子などを非常に多く含

んでいる。また，鉄分を斑点状に含有しており粘性ゆ締

まりがある。

第6層は，第5層よりもやや暗い黄橙色をした砂層で，

層厚は10～35cmである。直径1～5mmほどの白色粒子，

石英粒を非常に多く含んでいる。鉄分が多いためやや赤

みを帯びており，締まりはあるが粘性はない。

第7層は，黄色を呈しており，鉄分で形成されている

層でありタ　層厚は5cmほどである。締まりがある。

第8層は，灰白色をした砂層で，層厚は約20cmである。

直径5mmほどの白色粒子，石英粒などで形成されており，

鉄分を斑点状に含有している。
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第43図　L加賀田宮後東遺跡調査区位置図
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第3節　遺構　と　遺物

1　平安時代の遺構と遺物

今回の調査では，竪穴住居跡6軒，土坑1基が確認された。以下，遺構と遺物について記述する。

（1）竪穴住居跡

第1号住居跡（第44・45図）

位置　B2d4区に位置し，丘陵裾部に立地している。

重複関係　第2号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状　南壁側が調査区域に延びている。南北軸は2．10mのみ確認され，東西軸が3・34mの方形と推定さ

れ，主軸方向はN－60－Eである。壁高は40～45cmであり，垂直に立ち上がっている。

こ＿「

第44図　第1号住居跡実測図
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床　平坦である。硬化面は竃前方から中央部にかけて確認された。壁溝は北東コーナー部で途切れているが，

各壁に巡っている。

竃　北壁中央部に付設されており，焚き口部から煙道部まで70cm，壁外への掘り込みは54cmである。袖部幅

は44cmであり，床面に砂質粘土を貼り付け構築されている。火床部は床面と同じ高さであり，火床面が弱く赤

変している。

竃土層解説
1　暗褐色
2　浅黄橙色
3　赤褐色

4　暗褐色
5　褐　　色

焼土ブロック多量，炭化粒了・少量

焼土ブロック・炭化粒子少量
焼土粒子多量
焼土・粘土ブロック中畳，炭化粒子微量

焼上粒子中量，炭化粒子・粘土粒子少量，ローム粒
子微量

6　暗褐色　焼土粒子多量，炭化粒子微量
7　暗赤褐色　焼土粒子多量
8　赤褐色　ローム粒子・焼土粒子中量
9　黄橙色　ローム粒子中量

ピット　2か所。Pl・P2は主柱穴と考えられ，それぞれ北東・北西コーナー部付近にある。深さは18～

22cmである。

こ∴　　く二　㌧㍉

ClンC＞ク．1

第45図　第1号住居跡出土遣物実測図

訝。
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覆土　3層からなる。レンズ状に堆積しており，自然堆積と考えられる。

土層解説
i　暗褐色　ローム粒デの焼津は少還

2　黒褐色　ローム粒巨焼損左手ゆ炭化粒r微量
3　浅　黄　色　砂賞粘土中量

遺物出土状況　土師器片104点（杯鴫椀21，高台付皿は婆27）プ　須恵器片2点（婆）が出土している。各壁際

の床面および覆土下層から出土してお畑　中央部からの出土はわずかである。特に竃内および竃前方の覆土下

層に集中している。i e2砂7珍9砂10813は覆土から，3ほ竃内覆土と北西壁付近の覆土から出土した破片

が接合したものでありプ　射ま酋壁際と竃前方の覆土下層から出土した破片が接合したものである。5ほ西壁際

の覆土下層から斜位で，6は竃前方やや東壁寄りの床面から3　8は竃右袖内から，11啓12は竃前方の床面およ

び覆土上層から出土している。

所見　時期はブ　須恵器供膳具が出土してないことおよび出土土器から9世紀末葉と考えられる。

第1号住居跡出土遣物観察表（第45図）

番 号 種 別 口径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位 置 備　 考

ユ＿ 土師 器 杯 ［13．4］ ほ 9） 赤色 粒 戸 雲 母 も
小礫

に ぷ い橙 普 通 内面へラミガキ 覆 土 20％　 内 面黒 色 処理

2 土師 器 杯 ［14．2］ 絶 1） 石英 の長 石 を雲 母 にぷ い 橙 普 通 内面へラミガキ 覆 土
5％　 墨 書　 体部　 横 位
「久」 内 面黒 色 処理

こう 土 師器 杯 ［15潮 絶 2）
石 英 ゆ長 石 き雲 母

にぷ い橙 普 通
内面へラミガキ，体部下端軒転へラ

削り
竃内 の北 西壁 臓％　 刻 書　 体 部 「キ」

・中 経 付 近 ・帝 十 内 面黒 色処 理

4 土 師器 庫 ユ3．6 4．0 6．8 石 英 帝 色粒 子 にぷ い褐 普通 内面へラミガキ，体部下端回転へ ラ
削り，底部回転へラ切 り

酋 壁 際 ・竃 前
方 覆 土 下層 95％　 内面 黒 色処 理

5 土師 器 椀 15．0 5さ9 軋0
赤 色粒 千・日色

にぷ い橙 普通
内面へ ラミガキ，休部下端回転へラ
削り，底部回転へラ切り後高台貼 り
付け

酋 壁 際 。覆 土
8 0％　 へ ラ書 き　 底 部
「十 」 内面 黒色 処 理

P tJ23

6 土師 器 高台 付 皿 13．3 （1．1） 石英 の長石 の
赤 色 粒 子 e雲 母

に ぷ い橙 普 通
内面へラ ミガキ，休部下端回転へラ

削 り，底部回転へラ切 り後高台貼 り
付け

竃 前 方床 面
75％　 墨 書　 体 部　 横 位
「久 賓」「久」 内面 黒 色処
理　 PL 21

7 土 師器 杯 （1．3） にぷ い橙 普 通 ロクロナデ 覆 土
5％　 墨 書　 休 部 「［］」
内面 黒 色 処理

8 土 師器 杯 － （L i） … 石 英 。長 石 の雲 母 にぷ い橙 普通 ロクロナデ 竃右 袖 内 5％　 刻 書　 体 部 「［］」

9 土 師器 杯 （1．1） 石 英 も長 石 。雲 母 にぷ い褐 普 通
内面へラミガキ，体部下端回転へ ラ
削り 覆土 5％　 墨 書　 体 部 「［コ」

内面 黒 色処 理

10 土師 器 杯 （2．2） 石 英 の長 石 明赤 褐 普 通 内面へラミガキ 覆 土 5 ％　 墨 書　 体 部　 横 位

カ 「久 」 内 面黒 色 処理

11 土師 器 杯 払 3） 長 石 8雲 母 の小 磯 に ぷ い橙 普 通 内面へラミガキ 竃 前方 床 面
10％　 墨 書　 休 部　 横 位
「久 力賓 」 内面 黒色 処 理
戸L21

12 土師器 牽 （11．2） 石 英 。赤 色 粒 子 も
小 磯 橙 普 通 体部外面へラ削り

竃 前方 覆 土 10％　 外 面煤 付 着 の被 熱

痕 内面 炭 化物 付 着

13 土 師器 小形 餐 ［14調 （7．7） － 白色 粒 子 赤 褐 普通 目線部内外面横ナデ，内面ナデ 覆 土 10％

第2号住居跡（第46～48図）

位置　BIc4区に位置し，丘陵裾部に立地している。

重複関係　第38号士坑に振り込まれている。

規模と形状　長軸3．56m，短軸3。42mの方形で，主軸方向はⅨ「…14。…Eである。壁高は16～38cmであり，垂

直に立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，硬化面は主柱穴に囲まれた中央部で確認された。壁溝は各壁際に巡っている。
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竃　北壁中央部に付設されており，焚き口部から煙道部まで100cm，壁外への振り込みは80cmである。袖部幅

は64cmであり，左袖部は暗褐色土の上に砂質粘土を貼り付けて構築されている。火床部はわずかにくぼみ，火

床面が赤変硬化している。

竃土層解説
1　黒褐
2　黄橙
3　灰褐

4　黒褐
5　灰褐
6　黒褐

色　粘土粒子多量，廃土粒子・炭化粒子－微量
色　廃土粒子・炭化粒子一少量
色　粘土粒子多量，ローム粒子微量

色　焼土。炭化粒子一少量，ローム粒子微量
色　焼土粒子中量，炭化粒子少量，ローム粒子微量
色　焼士粒子・炭化粒子微量

7　赤褐色
8　赤褐　色
9　暗褐　色

10　暗褐色
11黒褐　色
12　黄橙色

廃土ブロック多量

廃土ブロック中量

焼土二粒f一。炭化粒子少量

炭化粒子微量

ローム粒fぁ少量

ロームブロック少量

ピット　9か所。主柱穴はPl～P4で，深さは14～22cmである。出入り口施設に伴うピットはP5が相当し，

深さは8cmである。P7～P9は34～78cmであり，重複関係がみられないことから壁外柱穴の可能性がある。

覆土　4層からなる。ロームブロックが各層とも多く含まれていることから人為堆積と考えられる。

土層解説

1　黒褐色　ロームブロック多量0炭化粒子の粘土粒子少量　　　3　暗褐色　ロームブロック多量，炭化粒子少量
2　黒褐色　ロームブロック中遺せ焼士粒子。炭化粒子e砂粒や　4　黄橙色　粘土ブロック多最

小礫少量

遺物出土状況　土師器片227点（杯63，椀45，高台付皿10襲用8），須恵器片3点（餐），土製支脚1点が出

土している。竃内および竃前方，北西コーナー部の床面から覆土下層に集中している。14は竃左袖部内から，

15聯17。2巨24026昏3巨34◎36は竃内から，16は酋壁寄りの覆土中層から，18は酋壁際の覆土上層から斜位

で，19は西壁際の覆土下層から斜位で出土している。20は竃前方の覆土中層と下層の破片が接合したものであ

る。22は中央部の覆土中層からラ　23は北西コーナー部の覆土上層と覆土下層の破片が接合したものである。25

は覆土から，27惨29◎33◎35は竃前方の覆土上層から床面にかけて，28は北東コーナー部付近の覆土下層から，

30は覆土からそれぞれ出土している。32は竃左袖部内と竃前方の破片が接合したものである。37は東壁寄りの

床面から出土している。

所見　時期はプ　須恵器供膳具が出土していないことや出土土器から9世紀末葉と考えられる。

第2号住居跡出土遺物観察表（第47⑳48図）

番 号 種別 器 種 口径 器 高 底径 胎　 土 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 軋 上位 置 備　 考

14 土 師器 杯 ［12。8］ （4．2）
石 英 。長 石 。赤 色

粒 子 の雲 母 の小 磯
にぷ い黄 橙 普通 体部下端回転へラ削 り 竃左 袖 内

20％　 内 面煤 付 着 の赤変 0

器 面 荒れ

15 土 師器 杯 ［13，2］ （3鳶） 石 英 の長 石 の赤 色
粒 子の雲 母 0小 磯

にぷ い褐 普通 内面へラミガキ，体部下端回転へラ
削り

竃 内 20％　 内面 黒 色処 理

16 土師 器 杯 ［13．8］ （3．1） 石 英 も赤 色粒 子e に ぷい 黄 橙 普通 内面へラミガキ 覆 土 中層 10％　 内 外 面焼 土付 着
内面 黒 色処 理

17 土師 器 杯 － （2．4） 6．6
石 英 を長 石 e赤色
粒 子 さ雲 母 の小磯 にぷ い橙 普 通

休部下端回転へラ削 り，底部回転へ

ラ切り
竃 内

30％　 内外 面焼 士 付着
赤 変　 内 面黒 色 処理 剥 離

．18 土師 器 杯 13．2 孔7 5．5
石 英 e長 石 0

にぷ い 黄橙 普通
休部下端回転へラ削 畑　底部回転へ 西 壁 際覆 土 95％　 体 部 外 面漆 付 着

赤 色粒 子 ラ切り 上二層 内面 黒 色処 理　 PL23

19 土 師器 杯 13．7 4．2 6．0
石英 ・長石 0雲 母・

小礫
にぷ い橙 普 通

内面へ ラミガキ，休部下端回転へラ
削 り，底部回転へラ切 畑　 内面一定
方向へラミガキ

西 壁 際覆 土

下層

100％　 墨 書　 休 部 「⊂］」
内面黒 色 処 理

20 土師器 杯 14 2 女3 6．0
石 英 も長石 。
赤 色 粒 子 灰 黄 褐 普 通

内面へラ ミガキ，休部下端回転へラ
削 畑　 底部回転へラ切 り，内面不定
方向へラミガキ

竃 前 方覆 土

中。下層

50％　 内 面黒 色 処理

外 面 黒 変 仁二次的 ）

2 1 土師 器 杯 14．4 4．5 7．8
有 吏 ・長石 ・実母 ・
小 礫

にぷ い黄 橙 普 通
内面へラミガキ，休部下端回転へラ
削 り，底部回転へラ切 り，内面…・一定
方向へラミガキ

竃 内 50％　 内 面黒 色処 理
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第47図　第2号住居跡出土遣物実測図（1）
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第48図　第2号住居跡出土遺物実測図（2）
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番 号 種 別 器 種 口 径 器 高 底 径 胎　 上 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　 考

2 2 土 師 器 杯 ［1 4 ．6 ］ 4 ．9 7 ．4
石 英 ・長 石 ・雲 母 ・

小 礫
に ぷ い 黄 橙 普 通

内 面 へ ラ ミ ガ キ ， 体 部 下 端 回 転 へ ラ
削 り ， 底 部 回 転 へ ラ 切 り ， 内 面 一 定
方 向 へ ラ ミ ガ キ

中 央 部 覆 土
中 層

5 0 ％　 休 部 外 面 墨 痕
内 面 黒 色 処 理

2 3 土 師 器 杯 1 4 ．6 4 ．8 7 ．5 石 英 ・長 石 に ぷ い 橙 普 通
内 面 へ ラ ミ ガ キ ， 体 部 下 端 回 転 へ ラ
削 り ， 底 部 回 転 へ ラ 切 り ， 内 面 不 定
方 向 へ ラ ミ ガ キ

北 西 角 覆 土

上 ・下 層

8 5 ％　 墨 書　 休 部　 横 位
「琴 」「琴 」 P L 2 2

2 4 土 師 器 坪 1 3 ．5 4 ．4 8 ．8
石 英 ・長 石 ・
赤 色 粒 子 に ぷ い 橙 普 通

内 面 へ ラ ミ ガ キ ， 休 部 下 端 回 転 へ ラ

削 り ， 底 部 回 転 へ ラ 切 り ， 内 面 一一一一定
方 向 へ ラ ミ ガ キ

竃 内
8 0 ％　 墨 書　 休 部　 横 位
「久 賛 」 内 面 黒 色 処 理

P L 2 1

2 5 土 師 器 杯 （1．0 ）
石 英 ・長 石 ・
赤 色 粒 子 ・雲 母

に ぷ い 橙 普 通 底 部 内 面 一 定 方 向 へ ラ ミ ガ キ ， 底 部
回 転 へ ラ 切 り

覆 土 5 ％　 休 部 ・底 部 外 面 墨 痕
内 面 黒 色 処 理

2 6 土 師 器 杯 （3 ．0 ） 長 石 に ぷ い 橙 普 通 内 面 へ ラ ミ ガ キ 竃 内
5 ％　 塁 書　 体 部　 横 位
「久 」 内 面 黒 色 処 理

P L 2 1

2 7 土 師 器 杯 （4 ．5 ）
石 英 ・長 石 ・
赤 色 粒 子 ・雲 母 に ぷ い 橙 普 通

内 面 へ ラ ミ ガ キ ， 体 加 下 端 回 転 へ ラ
削 り

竃 前 方 覆 土
中 層

5 ％　 塁 書　 体 部　 横 位
「久 蜜 ヵ 」 内 面 黒 色 処 理

P L 2 1

2 8 土 師 器 高 台 付 皿 13 ．5 3 ．3 6 ．6 石 英 ・長 石 ・雲 母 に ぷ い 褐 普 通
内 面 へ ラ ミ ガ キ ， 休 部 下 端 横 ナ デ ，
底 部 回 転 へ ラ 切 り 後 高 朋 占 り 付 け

北 西 角 覆 土
下 層

5 0 ％　 休 部 外 面 墨 痕
内 面 黒 色 処 理　 P L 2 3

2 9 土 師 器 高 台 付 椀 17 ．4 （5 ．5 ）
石 英 ・長 石 ・
赤 色 粒 子 ・小 磯

に ぷ い 橙 普 通
内 面 へ ラ ミ ガ キ ， 休 部 下 端 回 転 へ ラ
削 り ， 底 部 回 転 へ ラ 切 り 後 高 台 貼 り
付 け ， 内 面 不 定 方 向 へ ラ ミ ガ キ

竃 前 方 床 面
8 0 ％　 墨 書　 休 部　 逆 位
「什 」 内 面 黒 色 処 理

P 1－2 2

3 0 上 師 器 椀 ［13 ．2 ］ （3 ．1 ） －
石 英 ・長 石 ・雲 母 ・
小 礫

に ぷ い 橙 普 通 内 面 へ ラ ミ ガ キ 覆 土
1 0 ％　 へ ラ 書 き　 体 部
「 I」 内 面 黒 色 処 理

3 1 土 師 器 小 椀 ［1 2 ，0 ］ （4 ．1 ） 長 石 ・赤 色 粒 子 に ぷ い 橙 普 通 ロ ク ロ ナ デ 竃 内 1 5 ％　 休 部 内 外 面 赤 変

3 2 土 師 器 饗 ［2 0 ．6 ］ ほ 0 ）
赤 色 粒 子 ・
白 色 粒 子 に ぷ い 橙 普 通

口 縁 部 内 外 面 横 ナ デ ， 頚 部 へ ラ 状 工
具 の あ た り ， 輪 積 み 痕

竃 左 軸 内 ・奄
前 方 1 0 ％

3 3 土 師 器 高 台 付 椀 （2 ．5 ） 8 ．4
石 英 ・長 石 ・赤 色
粒 子 ・雲 母 ・小 礫

に ぷ い 褐 普 通
内 面 へ ラ ミ ガ キ ， 休 部 下 端 横 ナ デ ，
底 部 回 転 へ ラ 切 り 後 高 台 貼 り 付 け ，
底 部 内 面 一 定 方 向 へ ラ ミ ガ キ

竃 前 方 覆 土
中 層

2 0 ％　 内 面 黒 色 処 理

3 4 土 師 器 高 台 付 皿 ［13 ．6 ］ （2 ．1 ） 石 英 ・長 石 ・赤 色
粒 子 ・雲 母 ・小 礫

に ぷ い 黄 橙 普 通
体 部 下 端 回 転 へ ラ 削 り ， 底 部 回 転 へ

ラ 切 り 後 高 台 貼 り 付 け
竃 内 2 5 ％　 内 面 黒 色 処 理

3 5 土 師 器 高 台 付 皿 ［13 ．0 ］ （1．3 ）
石 英 ・長 石 ・
赤 色 粒 子

に ぷ い 黄 橙 普 通 ロ ク ロ ナ デ
竃 前 方 覆 土

下 層
10 ％　 内 面 黒 色 処 理

3 6 土 師 器 襲 （1 1．8 ） ［8 ．0 ］ 赤 色 粒 子 ・雲 母 黒 褐 普 通 体 部 ・底 部 外 面 へ ラ 削 り 竃 内
3 0 ％　 外 面 焼 土 付 着　 内
面 炭 化 物 付 着　 内 外 面 器
面 荒 れ

番 号 器 種 長 さ 幅 厚 さ 重 量 材　 質 特　　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　 考

3 7 支 脚 （8 ．7 ） 7 ．7 （4 ．5 ） （18 6 ．6 ） 粘 土 全 面 強 く 赤 変 東 壁 付 近 床 面
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第梯号住居跡（第49～51図）

位置　Bla7区に位置しラ　丘陵裾部に立地している。

重複関係　第6号住居跡を掘り込んでいる。

規模た形状　東西軸58鮒m　南北軸6800mの方形でタ主軸方向はN－5、一Eである。壁高は10～抽mほどで，

垂直に立ち上がっているむ

床　ほぼ平坦で，硬化面は竃前方から中央部にかけて確認された。壁溝は各壁際に巡っている。

竃　北壁中央部に付設されてお軋天井部が遣存していた。焚き口部から煙道部まで105。m，壁外の揺り込み

は80C欝iである。袖部幅は50cmであ畑　土師器甑片を芯材として床面に砂質粘土を貼り付けて構築されている。

竃の両側の北壁にはブ　砂質粘土が部分的に貼り付いているのが確認された。

義士層解説
1　黒褐色　粘上位了当寮軋　焼土粒rふ少量
2　暗褐色　廃し粒戸の炭化粒召数量

3　黒褐色　焼L粒㌢∵炭化粒r一少数　ローム粒rh微量
4　暗褐色　廃土粒デ・e炭化粒子中量

5　暗赤褐色　焼士粒子軒鼠　炭化粒子や粘土粒子少鼠　ローム粒
子微量

6　暗褐色　焼土粒jデー。粘土粒予少量

7　赤褐　色
8　暗褐色
9　黄榎色

10　黄橙色
11黄橙色
12　黄橙色

ロームブロックp焼土ブロック中亀　炭化粒子少量

焼土粒子－0炭化粒子ぬ多義

焼土鳩弓∴炭化粒fふ多量

焼土粒子中量

ロームブロック多量

ロームブロック中量，焼土ブロック少量

ピッ匪　5か所。主柱穴はPヱ～P4で，深さ10～20cmであり，出入り口施設に伴うピットはP5が相当し，

深さは10cmである。

覆土　3層からなる。レンズ状の堆積をしており，自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子の廃土粒デー0炭化粒子。粘土粒子の砂粒を　3　褐　色　ローム粒子中量e炭化粒子微量
小礫少量

2　黒褐色　粘棋立子中軋　ローム粒子0焼土粒子の炭化粒デーあ
砂粒・小礫少最

遺物出土状況　土師器片150点（杯53，椀勘　高台付皿15，婆35，甑2），須恵器片3点（杯1，婆2）が

出土している。竃内と南西コーナー部付近の床面から覆土下層に集中している。38◎39e40◎43は竃内から，

射048049◎50ゆ52¢53◎54の6日ま覆土から，42は北壁際の覆土下層から，4車47◎58は竃前方覆土下層から，

45◎46癖55は西壁付近の覆土下層から，51は東壁付近の覆土下層から，56◎57傲60は南西コーナー部際の覆土

下層から出土している。59は竃袖部の芯材として再利用されており，逆位で出土している。

所見　土器からほほとんど時期差は見られないが，9世紀末葉の第6号住居跡を振り込んでいることや須恵器

供膳具が伴わないことや出土土器から，時期は9世紀末葉から10世紀初頭と考えられる。竃両側の壁に粘土が

付着していたことから，棚状施設の存在が推測される。
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第49図　第4号住居跡実測図
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第50図　第4号住居跡出土遣物実測図（1）
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第51図　第4号住居跡出土遣物実測図（2）

第4号住居跡出土遺物観察表（第50・51図）

10cm

1－＿＿I三二

！　　＿＿＿⊥　　　」

番弓一　種別器種口径器高底径 胎　土 色　調焼成 手　法　の　特　徴 出上位置 備　考

38土師器 椀［12．8］（4．0） 長石・雲母・小礫にぷい橙普通休部下端回転へラ削り 竃内 30％　休部内外面器面
荒れ　外面一部赤変

39土師器 杯［13．2］（3．7） 長石・赤色粒子にぷい橙普通体部下端回転へラ削り 電内 20％　休部内外面器面
荒れ　外面一部赤変

40土師器 杯［13．0］3．6 7．0
長石・赤色粒子・
雲母・小礫 にぷい褐普通

内面へラミガキ，休部下端回転へラ
削り，底部回転へラ切り，底部内面

一定方向へラ削り

竃内 30％　底部外面器面荒
れ　内面黒色処理

41須虚器 杯［14，2］5．2 ［7．6］
石英・長石・
海綿骨針 灰オリーブ普通底部回転へラ切りカ 覆土 30％　刻苦　休部

「十」

42土師器 杯［13．2］（4，2） 赤色粒子・雲母 黒 普通内面へラミガキ，休部下端回転へラ
削り

北壁際覆上

下層

20％　外面漆付着

PL23

43土師器 杯［13．8］4．0 7．2石英・長石・小礫にぷい橙普通
内面へラミガキ，休部下端回転へラ
削り，底部回転へラ切り，底部内面

一定方向へラ削り

竃内 50％　内外面器面荒れ

44土師器
高台付

皿
13．8 2．1 5．9

長石・赤色粒子・
雲母・小礫 にぷい橙普通底部回転へラ切り後高台貼り付け竃前方覆土

下層
80％　外面器面荒れ
内面黒色処理　PL23

45土師器 ゴ不［12．0］3．8 6，6
石英・長石・赤

にぷい橙普通
内面へラミガキ，休部下端回転へラ西壁付近覆45％　墨書　休部「臼」

色粒子・小磯 削り，底部回転へラ切り 土下層 内面黒色処理

46土師器 杯［13．0］3．7 ［6．0］

石英・長石・赤

色粒子・雲母・
小礫

にぷい橙普通
内面へラミガキ，体部下端回転へラ
削り，底部回転へラ切り，底部内面
不定方向へラ削り

西壁付近覆
土下層

35％　墨書　休部　横
位「矢」
内面黒色処理

47土師器 杯［13．6］（3．7）
石英・長石・赤
色粒子・雲母・
小礫

にぷい褐普通内面へラミガキ，休部下端回転へラ
削り

竃前方覆土

下層

40％　墨書　休部　横
位「久力蜜ヵ」
内面黒色処理

62－



番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

こ48 土師器 椀 ［14．8］ （5．5） 木骨・長石・
赤色紘辛 小礫 にぷい橙 普通

内面へラミガキ，休部摘 回転へラ
削り

4酪 ） 墨書　 体部　 横

位 「矢」
内面黒色処理　 PL2 1

49 土師器 杯 （2．6） 石英e長石 にぷい黄橙 普通 内面へラミガキ 覆土 5％　 墨書　 体部 「［］」
内面黒色処理

50 土師器 杯 （2誹 石英せ長石 にぷい橙 普通 内面へラミガキ 5％　 墨書　 体部 「久刺
内面黒色処理　 Pt。21

5 1 土師器 杯 （2誹 長石8雲 母 にぷい黄橙 普通
！

内面へラミガキ，体‾畠田こ磯回転へラ
削り

東壁付近覆
土下層

5 ％＋ 墨書　 体部
「賓ヵ」 内面黒色処理

52 土師器 杯 （2誹
石英 の長石の
赤色粒子の雲母 にぷい橙 普通 内面へラミガキ 覆土 5％　 墨書　 体部 「千刺

内面黒色処理

53 土師器 杯 （2．3） γ にぷい橙 普通 内面へラミガキ 覆 土 5％　 墨書　 体部 「巳」
内面黒色処理

54 土師器 庫 … （1．4） － 砂粒 にぷい橙 普通 ロタロナデ 覆土 5 ％　 外面墨痕

55 土師器 婆 ［16．9］ （6．8） 石英。長石や小磯 褐 普通 目線部内外面横ナデ，輪積み痕 西壁付近覆
土下層 15％　 体部外面弱 く赤変

56 土師器 婆 ［＿18涌］ （10．2） 長石の雲陣 中礫 にぷい橙 普通 機 部内外面横ナデ，頚部へラ状＿＿：I二 南西角覆 土 10％　 休部外面焼土付着
具のあた畑 輪積み痕 PIJ23

57 土師器 婆 （4。4） ［8。6］ 長石き赤色粒子 灰褐 ． 普通 体部外面へラ削り，輪積み痕
南西角覆土

下層
用％　 体部外面煤付着の
弱く赤変

58 土師器 窺 ［24一朝 （5．5） 雲母。小礫 にぷい黄褐 普通 「磯 部内外面積ナデ 竃前方覆 土
下層

10％　 ＝縁部内外 面弱く

59 土師器 甑 ［25。5］ 29．7 12．8
右一生・五十・
赤色粒子の小礫 にぷい橙 普通 休部外面下半へラ削り，内面ナデ 竃袖内

40％　 体部外面上半。内

面下半器面荒れ，底部内
面赤変　 PL24

60 土師器 （14．5）
ぶ

褐 普通 体部下半へラ削り 南西角覆土

下層

15％　 体部外面強く赤変も
焼土付着　 内外面器面荒
れ

61 須恵器 婆
… 紘 1） － 石英の長石e雲母 灰 普通 ロタロナデ 覆土 5 ％

第5号住居跡（第52図）

位置　AIJ5区に位置し，丘陵裾部に立地している。

規模と形状　東西軸が2・45期　南北軸は南側が削平されているため硬化面の範囲から上53mのみ確認されタ方

形と推定される。主軸方向はN＋賭－Eである。壁高は窮cmであり，外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，硬化面は竃前方から中央部にかけて確認された。壁溝は確認されなかった。

竃　北壁中央部に付設されており，焚き口部から煙道部まで80C勘　壁外への掘り込みは60cmである。袖部幅

は20cmであり，袖部は床面の上に砂質粘土を貼り付けて構築している。火床部はわずかにくぼんでおり，火床

面が赤変硬化している。

義士層解説

1　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子の炭化粒子少量
2　暗褐色　ロームブロック少量，廃土粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子中量，焼士粒子少量
4　暗褐色　ローム粒子中量

5　暗褐色　ローム粒チ中最，廃土粒子。炭化粒fA微量
6　黄橙色　粘土ブロック中乳　廃土粒戸の炭化粒子少量
7　暗褐色　焼L粒デーゆ炭化粒子の粘土粒子一少量

8　暗褐色
9　褐　　色

10　黄橙色

11赤褐色
12　赤褐色
13　黄橙色

ローム粒子中量，焼土ブロック少量，炭化粒子微量

焼土ブロック中畳，炭化粒子微量

粘土

廃土ブロック多量

廃土粒子中農

ロームブロック中量

覆土　5層からなる。各層にロームブロックが含まれており，人為堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　ロームブロック中墨，焼土粒巨炭化粒巨砂粒少　4　暗赤褐色　焼土ブロック中量eロームブロック少鼠砂粒少量
亀　粘土粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　5　暗褐色　ロームブロック中亀　焼土粒子e炭化粒子。砂粒少

2　暗褐色　ロームブロック少最焼士粒子？炭化粒子e砂粒微量　　　　　　　　量，粘土粒子微量
3　暗褐色　　ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化物微量
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遺物出土状況　土師器片96点（杯63，椀10，嚢23），須恵器片2点（餐），流れ込みと考えられる縄文土器片

が出土している。竃前方の床面から覆土下層に集中している。62・63は竃前方の床面から，64は北西コーナー

部付近の床面から出土している。

所見　時期は，須恵器供膳具が出土していないことや出土土器から9世紀末葉と考えられる。

！　亮a6

第52図　第5号住居跡・出土遣物実測図

第5号住居跡出土遣物観察表（第52図）

と＝∃＝司

0　　　　　　　　　　　　2m

63＼亡 ＿♂
0　　　　　　　　　　　10cm

番号 種別 器種 日径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

62 土師器 坪 ［14．6］ （4．3） ［7．6］石英・長石・雲陣
小礫

にぷい橙 普通
内面へラミガキ，底部回転へラ切り
後ナデヵ 竃前方床面 50％　 内面異色処理

63 上師器 椀 （2．1） 9．2
石英・長石・赤色
粒子・雲母・小礫 にぷい赤褐 普通

内面へラミガキ，底部回転へラ切り

後高台貼り付け
竃前方床面 20％　 被熱痕　 焼土付着

内面黒色処理

64 土師器 襲 － （6．1） ［8．0］石英・長石・雲母・
小礫

橙 普通 体部下半へラ削り，内面ナデ 北西角床面 20％　 休部外面赤変　 内
面器面荒れ・炭化物付着
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第6号住居跡（第53・54図）

位置　Alj7区に位置し，丘陵裾部に立地している。

重複関係　第4号住居に掘り込まれている。

規模と形状　東西軸が2．74m，南北軸は南側が削平されているため硬化面の範囲から2．10mのみ確認され，方

形と推定される。主軸方向はN－9ローEである。壁高は30～50cmあり，垂直に立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，硬化面は竃前方から中央部にかけて確認された。壁溝は東壁と西壁の一部で確認された。

竃　北壁中央部に付設されており，焚き口部から煙道部まで100cm，壁外への掘り込みは62cm確認され，さら

に調査区域外に延びている。袖は確認されなかったが，煙道部側面は地山を掘り，砂質粘土を貼り付けている。

第53図　第6号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　1m
L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿　　」
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竃土層解説
1　黒褐色
2　暗褐色
3　暗褐色
4　暗褐色

5　暗褐色
6　黒褐色
7　黄橙色

焼土ブロック，炭化粒子少量
焼上中量，粘上ブロック少畳，炭化粒子微量
焼土粒子少量，炭化粒r一微量
焼土ブロック中量，粘上ブロック微畳

焼土粒子多量，粘土ブロック微量
粘土ブロック少量
粘土ブロック多量

8　暗褐色　焼土粒子・炭化粒1－微量

9　赤褐色
10　暗褐色

11暗褐色
12　赤褐　色
13　暗褐色
14　褐　　色

15　貞橙色

焼土ブロック多罷
焼上ブロック多量，粘土粒子少量
焼土ブロック少量
焼王ブロック多量

焼土粒子少量，炭化粒子微量
焼土粒子・炭化粒子微量
焼上ブロック中量

ピット　2か所。Pl・P2は主柱穴と考えられ，それぞれ北東・北西コーナー部付近にある。深さは6～

10cmである。

覆土　7層からなる。ブロック状に堆積していることから人為堆積と考えられる。

土層解説
1　暗褐色　焼土粒了‥炭化粒子少量，ローム粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子少量，焼上粒子・炭化粒子微量
3　黒褐色　ローム粒了‥焼士粒7・・炭化粒了一微量

4　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微最

5　暗褐色　ローム粒子・炭化粒了ヰ量
6　暗褐色　ローム粒子少鼠　炭化粒子微量

7　黒褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片152点（杯63，椀45，襲44），須恵器片1点（餐）が出土している。竃前方および中

央部付近の床面から覆土中層に集中している。65・67はPlおよび東壁付近の覆土中層から，66・68は覆土か

ら，69は竃前方の床面から，70は中央部の覆土下層から出土している。

所見　時期は，須恵器供膳具が出土していないことや出土土器および第4号住居との重複関係から，9世紀末

葉と考えられる。

第54図　第6号住居跡出土遺物実測図
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第6号住居跡出土遺物観察表（第54図）

底 径 胎　 土 手　 法　 の　 特　 徴 出土 位 置 備　 考

6 5　 土 師器　　 杯　 12．4　 も5 7．0
石 英 や長 石 。赤 色
粒 子 ゆ雲 母 0小 桜 にぷ い橙　 普通

内面へラ ミガキ、休部下端回転へ
ラ削 り、底部回転へ ラ切 り、内面

一定方向へラミガキ

Pい吏 性 付近
覆 土 中層 70％　 内面 黒色 処理

杯　 ［15．0］　 乳6 7も0
石英 サ長 石 頑 亀
粒 子 ゆ雲 一秒 小礫 にぷ い 榎　 普通

体部下を個 転へ ラ削軋 底部回転へ

ラ切り
寛 一ま二 購 ％　 外 面 赤変

67　　 杯　 巨 8）
石英 の長石

し
内面へラミガキ 享年 東 壁 付 近

覆土 中層
5 ％　 外 面墨 痕
内面 黒 色 処理

68 「土師器　　 寮　　　　 （5湖 ［8。0］
石 英 の長 石 の
赤 色粒 子や小磯 にぷ い橙　 普通 体部外南下半へラ削 り、内面へラナ

サー．・．・．ナア
覆 土 10％　 体 部 外 面下 半被 熱

痕

6狛上 摘 Ii器　　　　　　　　 偏 湖 石 英 の長 石 0
赤 色粒 子の小 礫 に ぷ い橙　 普通 休部外面下平へラ削 り、内面へ ラナ

ぶー’rノ
竃 前 方床 面 脇％　 体 部外 面赤 変e器

面荒 れ

70 土師 器　 鉢 ［18車 0）
石 英 の長 石 にぷ い黄 橙　 普 通 内面へラミガキ 中央 部 覆 土

下層
10％　 内面 黒色 処 理

第ヲ号住居跡（第55～57図）

位置　Ali5区に位置しタ　丘陵裾部に立地している。

規模と形状　東西単組08m，南北軸2692mの方形でプ主軸方向はⅨ「『㌃∴つ私である。壁高は7～62cmであり，

垂直に立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，硬化面は確認されなかった。壁溝は各壁際に巡っている。

竃　北壁中央部に付設されており，焚き口部から煙道部まで102C勘壁外への擦り込みは55。mである。袖部幅

は56cmあり，床面に砂質粘土を貼り付けて構築している。左袖部寄りに自然礫を立てて支脚としている。火床

部はわずかにくぼんでおり，火床面が弱く赤変している。

毒土層解説

l　黒褐色　ローム粒子少量ブ　焼土粒「∵炭化粒子1微量
2　暗褐色　焼土粒子ーe炭化粒F微量
3　暗褐色　粘土粒子少量，ローム粒子。炭化粒子微量
4　暗褐色　粘土粒子多量，焼土粒子中量，炭化粒子少量
5　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子微量
6　暗褐色　粘土粒子中最，ロームブロック少鼓

7　暗褐色　廃土粒子－0炭化粒子一少量
8　赤褐色　焼土粒子0炭化粒子中亀　ローム粒子一微量
9　黒褐色　焼土粒子少量，炭化粒子微量

10　黄橙色　廃土粒子中量，炭化粒子少数　ローム粒子微量
日　黄橙色　ロームブロック中量

ピット　4か所。主柱穴はPl～P4で，各コーナー部寄りにあり，深さはともに約10。。である。

覆土　4層からなる。レンズ状に堆積していることからタ　自然堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子多量，砂粒中量，鹿沼パミス少量
2　暗褐色　ローム粒子多量，砂粒中量，炭化粒子0鹿沼パミス

少量，焼土粒r微量

3　暗褐色　ローム粒デー多量，砂粒中量，焼土粒子。炭化粒子や
鹿沼パミス少量

4　にぷい鋼色　ローム粒子多量，炭化粒子e粘土ブロック少量，焼
土粒子微量

遺物出立状況　土師器片284点（杯12㌦椀96，襲67），須恵器片10点（杯3，餐7），石製支脚1息　土製支

脚1点が出土している。竃内の覆土上層および北卦北西コーナー部付近の床面から覆土下層に集中している。

7巨73。92◎94は竃右袖内から，72秒80◎94は竃前方覆土中層および床面から，74の76◎77e78は竃火床部覆

土中層から逆位で重なって出土している。75の79◎89◎95は東壁際の覆土下層および床面から出土している。

82883¢84◎88は竃内からブ85◎86◎87093は覆土から，90は中央部覆土下層から出土している。91は竃内お

よび東壁付近の覆土下層から出土した破片が接合したものである。96は火床部左袖部よりから立位で出土して

いる。

所見　時期は，須恵器供膳具が出土していないことや出土土器から9世紀末葉と考えられる。
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第55図　第7号住居跡実測図
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第7号住居跡出土遣物観察表（第56昏57図）

ふ　種別 汀径 胎　 一一i二 色　 調 焼可 ＋ 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

71 土師器 杯 ［13．2］
（382）i

石英8長石0赤色
粒子の雲母

橙 ［ 北東角床面 5 ％　 内面黒色処理

72 土師器 杯 ［14。2］
も車 0］

石英の長石の赤色
粒子の雲母 にぷい黄橙 竃前方床面 40％　 内面黒色処理

73 杯 ［沈虻 鉦2） 石英の長石の赤色
粒‾戸雲紗 小磯 橙 竃右軸内

30％　 体離外面赤変0
日縁端部焼土付着
内面黒色処理

7∠呈 庸車器 杯 ［13．3］ 4。4　　 6．2
石英も長石の赤色
粒 子の雲母 にぷい黄橙

普通 宗野霊 鼠 莞 欄 纏 へラ竃内覆土中
層

60％　 外面赤変も焼士付
着0器面荒れ
内面黒色処理

75 土師器 杯 ［13虻 4．0　　 7」
石英の長石8赤色
粒子も雲母の小磯

灰黄褐
内面へラミガキ，体部守一端回転へラ

普通　 削りブ底部回転へラり律，底部内面
不定方向へラミガキ

東壁際覆土
中層 抽％＋内面黒色処理

76 土師器 杯 圧選。6］

車
長石の赤色粒子e
雲母の小磯 にぷい褐

内面へラミガキク休部下端回転へラ
普通　 削り，底部回転へラ切畑 底部内面

竃内覆土中
層

80％　 内外面焼士付着の
器面荒れ　 内面黒色処理

不定方向へラミガキ 巨ヨ PiJ23

77 土師器 杯 13，6
も車 8

石英の長石の赤色
粒 子も雲母 e小礫

にぷい黄橙 竃内覆土中
層

80％　 体部外面赤変。
内面黒色処理　 n J23

78 土師器 杯 ia 6

中
石英e長石の赤色
粒子

にぷい橙 普適 評 霊 濃 霧 ㌦舶 転へラ竃内房士中
層

85％　 内外面器面荒れ
外面焼土付着　 内面黒色
処理　 PL23

79 土師器 杯 ［絶域 乳7　　 7．0
石英ゆ長石の雲
母や小礫 にぷい黄榎

内面へラミガキ，体部下端回転へラ
普通　 削り言離β回転へラり川，庭師内面

不定方向へラミガキ
東壁際床面 50％　 外面弱く赤変。焼土

付着　 内面黒色処理

80 土師器 杯 ［14滴
3・車 8

石英の長石の赤色
粒 子も雲母や小磯 にぷい橙

竃前方覆土
30％　 内面黒色処理

81 土師審 杯 （2．5） 石英の長石8雲母 にぷい褐 普通 豊 諸 島 詔 瀾 賊 へ 30％　 墨書　 休部 「［］」
内蔽黒色処理

82 土師若　 戸高台付皿 ［13。8］ （可
赤色粒子も雲母 橙 30％　 内面赤変の器面荒れ

C）りuJ
鳩 山陶器 l 政男プじ 「－1り　01LIJ．0」

′4 °、！
＼ム士・乙ノi　　　 「蕎 Lユイ里∴「＋＋＋＋ i

かん了　上 わ恒ユゼ　　　　　　　　　 i
よ毛灯 ！リノし」ノノ　　　　　　　　　　　　　　 ［

療ト÷＿＿，　　　 i
昌鋸1　　　　　 ！∠U70　づ呆反覆

C）りu J
l叛 軸 陶器 l　　政

男プじ
［「－1り　01
LIJ．0」

！／4　rつ＼
＼ム士．乙ノ

l ！亡　ふて 1十　十十∴∵
リノ　し」ノ　ノ 昌鋸1 ∠U7 0　 づ呆反 覆

84 土師 器 杯 （1調 丘8
石 英 の長 石 0赤 色
粒 子の雲 母 の小 礫 にぷ い 黄橙 普 通 底部回転へラ切 り 2略　 底 部 外 面廃 土 付 着

内面 黒色 処 理

85 土師器 棒 ［1乳2］ 4．0 ［7。2］ 石 英 の長 石 e赤色
粒 子 の雲母 。小礫 に ぷい 橙 普 通

内面へラ ミガキ，休部下端回転へラ
削畑 底部回転へラ切り

35％　 墨 書　 体 部の底 部
「千 」「千 」カ
内 面黒 色 処理

8 6 土 師器 杯 （0．9） 抵 6］ 長石 0赤 色 粒 子 0
雲 母 の小 礫

にぷ い橙 普 通
底部回転へラ切 り，底部内面一定方
向へラミガキ

10％　 墨 書　 底 部 「［コ」
内 面黒 色処 理

8 7 杯 （2．2） 石 英 も長石 0赤 色
粒 子 も雲 母 や小 礫 にぷ い榎 普通 内面へラミガキ，底部回転へラ切り 覆 土 5％　 墨書　 体 部　 横位

「久 賓 」カ　 内 面黒 色 処理

88 土師 器 婆 ［20．6］ （2潮 石 英 の長 石 の雲 母 にぷ い橙 普 通
口縁部内外面横ナデ，頸部へラ状工

具のあたり
竃 内 10％

89 土師 器 婆 （20．5） 石 英 の長 石 ゆ小磯 赤 普通 体部下半へラ削 畑 輪積み痕 東 壁 際床 面
測 ％　 外 面赤 変の器面 荒れ

も焼 土付 着

90 土 師器 婆 ［22調 （4．0） 石英 の長石 の赤色
粒 子 も雲母

にぷ い橙 普 通
目線部内外面横ナデ，頚部へラ状工
具のあたり，内面へラナデ

中央 部覆 土

下層
10％

91 土 師器 襲 ［22潮 （3潮
石 英 0長 石 の赤 色
粒 子 。小 磯 にぷ い赤 褐 普通

口嫁部内外面横ナデ，頸部へラ状工

具のあたり，輪積み痕
竃 内の東 壁 付
近 覆 土下層 10％

92 須恵 器 （5．6） 小 磯 灰 普通 外離 た行叩き，内面当て具痕 竃右 袖 内 5％　 内外 面弱 く赤 変

93の9 4と同一W一個 体

93 須 恵 器 大 喪 賂 6） 小磯 灰 普 通 外面不規則な叩き，内面当て具痕 覆 土 5 ％　 外 面 焼 土付 着 や弱 く
赤変　 92・94と同一 個体

94

須 恵 器 i

軋
（8滴 小礫 灰 普 通 外面並行叩き，内面当て具痕 竃 右 袖内 5 ％　 内外 面弱 く赤 変

92 e93と同一 個 体

番 号 器 種 長 さ 幅 厚 さ 重 量 材　 質 特　　　　　　　　 徴 出土位 置 備　 考

95 支 脚 （15．5） 5．9 5．8 （56 1） 粘土 胎 土 に小礫 含 む ，へ ラ削 り，全 面強 く赤 変 北 東角 床 面 PL2∠1

96 支脚 （29．7） 9．5 5．5 （2 180） 花 崗岩 平 らな面 を整形 している，全面 赤変 8炭 化物 付着 火床 部 PL 24
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（2）土坑

第40号土坑（第58・59図）

位置　B2d－1区に位置し，丘陵袖部に立地している。

重複関係　第2号掘立柱建物のP5に掘り込まれている。

規模と形状　長径1．28m，短径1．12mの東西にやや長い楕円形で主軸方向はN－580－Eである。底部は平坦

である。深さは約45cmで，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　4層からなる。ブロック状に堆積していることや含有物から人為堆積と考えられる。

第58図　第40号土坑実測図

二・一‥

第59図　第40号土坑出土遣物実測図

HK

－72－



土層解説
1　暗褐色　廃土ブロック少量，炭化物微量
2　暗褐色　廃土ブロック・ローム粒子微量
3　暗褐色　ローム粒デー少量
4　暗褐色　焼土ブロック中遺

遺物出土状況　覆土上層から下層にかけて散布している状態で出土している。106◎112は底面より若干浮いた

位置から，107や108は覆土から，109◎110⑫111ゆ113は覆土上層から出土している。

所見　時期はプ　出土土器から9世紀代と考えられる。

第40号士坑出土遺物観察表（第59図）

番 号 種 別 器 種 口径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土位 置 備　 考

106 土 師器 杯 ［11潮 （3．5） 石 英 e長石 ・雲
母 も小 礫

にぷ い 黄橙 普 通 体部下端回転へラ削り 覆 土 下層 20％　 内面 黒 色処 理

107 土師 器 杯 ［13．8］ （4．8） 石 英 ・長 石 にぷ い橙 普 通 内面へラミガキ，体部下端回転へラ
削 り

覆 土 20％　 内面 黒 色処 理

108 土師 器 杯 ［14－湖 4．0 ［6．2］ 長 石も赤色 粒 子 にぷ い 橙 普 通
内面へラミガキ，休部下端回転へラ
削 り，底部回転へラ切 り，底部内面

一定方向へラミガキ

覆 土 30％　 内面 黒色 処 理

109 土師 器 椀 ［16湖 （5．6） 石 英0長 石 e雲
母 や小礫

にぷ い黄 橙 普 通 体部下端回転へラ削 り 覆 土上 層 20％　 内面 黒色 処 理

110 土師 器 婆 … （8．5） … 赤 色 粒 子0雲 母 橙 普 通 外面へラ削り誹 面ナデ 覆 土」二層 5％　 外 面焼 土付 着

111 土 師器 婆 ［17．2］ （は 3）
赤 色 粒 子 ・雲 母 。

小 磯
にぷ い橙 普通

ロ縁部内外面横ナデ，体部下半へ ラ
削り，輪積み痕 覆 土 上 層

35％　 口縁 部 一部 赤 変
体 部外 面 焼 土付 着　 PIJ23

112 須 恵 器 婆 － （4．6） － 小 礫 灰 普通 外面並行叩き 覆 土下層 5％

番号 器 種 長 さ 幅 厚 さ 重 量 材 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備 考

113 支脚 （8．2） （3．3） （3．0） （90） 粘土 胎土 に石英 ・長 石 や小礫含む，ヘ ラ削 り 覆土上層 全面赤変

2　近世の遺構と遺物

今回の調査では，掘立柱建物跡3棟，井戸跡1基が確認された。以下，遺構と遣物について記述する。

（1）掘立柱建物跡

第頂号掘壷桂建物跡（第60◎61図）

位置　Bla9区に位置し，丘陵裾部に立地している。

規模と構造　桁行4間，梁間2間の身合に，四面庇が付属する建物跡で，桁行方向をN…5。…Eとする南北

棟である。庇部を含めた規模は桁行長9．69m，梁間長8．28mあり，柱間寸法は桁行1．00～3．00m，梁間1．70m

～2．00mで，庇の柱間は0．80m～3．00mほどである。柱筋と間尺が揃わない構造である。第2号掘立柱建物跡

と軸線がほぼ揃う。

柱穴　平面形は円形を呈し，深さは10～48cmで一律ではない。

遺物出土状況　土師器片28点，縄文土器2点が出土しているがいずれも細片であり，流れ込んだものと考えら

れる。102がP13から出土しており，根石の可能性がある。

所見　出土遣物がないため時期は特定できないが，第2号据立柱建物跡と桁行方向が揃っていることから関連

性が考えられる。
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第60図　第1号鋸立柱建物跡実測図
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第61図　第1号掘立柱建物跡・出土遣物実測図
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第1号掘立柱建物跡出土遣物観察表（第61図）

番 号 種 別 器 種 口径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土位 置 備　 考

97 土師 器 杯 － （2．1） － 小 礫 にぷ い橙 普通 内面へラミガキ 覆 土
5 ％　 墨 書　 休 部 「ロ 」
内面 黒色 処 理

98 土師 器 杯 （2．3）
石 英 ・長石 ・雲母 ・

小 礫
にぷ い 黄橙 普通 内面へラミガキ 覆 土 5 ％　 内 面黒 色 処理

99 土師 器 杯 － （2．0） 石 英 ・長 石 にぷ い橙 普通 内面へラミガキ 覆 土 5 ％　 内 面黒 色 処理

10 0 土師 器 椀 （1．9） 石 英 ・長 石 にぷ い橙 普通 内面へラミガキ 覆 土
5 ％　 内 面黒 色 処理

10 1と同一 個体 カ

101 土師 器 椀 － （4．6） － 石 英 ・長 石 ・小 礫 にぷ い橙 普通
内面へラミガキ，休部下端回転へラ

削り
覆 土

5 ％　 内 面黒 色 処理

100 と同一一個 体 ヵ

番 号－ 器 種 長 さ 幅 厚 さ 重 量 材　 質 特　　　　　　　 徴 出土 位 置 備　 考

10 2 根 石 （14．5） 14．3 7．2 （192 0） チ ャー ト 1 面 が 平 坦 に 整 形 され て い る P 13 覆 土 上面

第2号掘立柱建物跡（第62図）

位置　B2d4区に位置し，丘陵裾部に立地している。

重複関係　第1号住居跡，第40号土坑を掘り込んでいる。

⑥　4／

二二
0　　　　　　50cm

し－し　＿＿！

第62図　第2・3号掘立柱建物跡実測図

一76－



規模と構造　桁行3間が確認され，さらに調査区域外に延びており，梁間は2間で，桁行方向をN－70－E

とする南北棟である。確認された桁行長は3．8mで，梁間長は2．6mであり，柱間寸法は1．4mほどである。

柱穴　平面形は円形を呈し，深さは約30～80cmで一律ではない。

遺物出土状況　遺物は出土していない。

所見　本跡は第1・3号据立柱建物跡と桁行方向が揃っており，関連性が考えられる。

第3号掘立柱建物跡（第62・63図）

位置　B2d4区に位置し，丘陵裾部に立地している。

】
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第63図　第3号掘立柱建物跡出土遺物実測図

77

謹1。。m



規模と構造　桁行◎梁間とも　間O。m）のみ確認されている。桁行は調査区域外に延びている可能性がある。

内部に径005m，深さ0。3mの円形の振り込みがあ畑　その中にH4が埋設されている。円形の掘り込みの北側

には踏み固めによる硬化面が確認されている。

枝光　平面形は円形を呈し，深さが30～80cmと一様ではない。

遺物出土状況　円形の振り込みから夕　日が正位で埋設された状態で出土している。HはH4の覆土中から出

上した、、

所見　建物はタ　桁行2間夕　梁間がl間程度の廓と考えられ，その中に便槽に使用されたと推測されるH4が埋

設されていた。硬化面は廓への出入りに伴う踏み固めと考えられる。時期は，瓦質土器から16世紀後半から17

世紀初頭頃と考えられる。

第3号掘立柱建物跡出土遣物観察表（第63図）

番号 種別 日径 器高 底径 胎　 士 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位 置 備　 考

114－瓦質土器 鉢 4私9 3私6 38．0
有 l掟・長右・圭母・
小礫0海綿骨針

明青灰 普通
内外面ナデ，突帯三足貼り付吐融拍廿

に印花文悌花）2個1線8単位
SB 3内土坑 100％　 在地系

内面赤変。器面荒れ′　Pは4

1‾15 瓦質土器 鉢 ［3＿1ゆ0］ 略5）
右英・大事・実母・
小礫 褐灰 普通 横ナデ 114内 10％

（2）井戸跡

第頂考井伊跡（第64砂65図）

位置　BIc6区に位置しタ　丘陵裾部に立地している。

規模藍構造　径L鮒mほどの円形でタ　円筒状に掘りこまれている。深さは2の50mほど掘り下げたがタ　湧水のた

めに下部の調査を断念した。

⑥　亮。6

第64図　第1号井戸跡実測図
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遺物出土状況116・117・118・119・120や拳大の自然礫が覆土上層から多量に出土しており，一括して廃棄

されたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器や遺構の形状から近世と推定される。

＼
第65図　第1号井戸跡出土遣物実測図

第1号井戸跡出土遺物観察表（第65図）

l

J

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　 上 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 用土位置 備　 考

116 陶器 碗 ［9．0］ 5．0 3．8 砂粒 尿白，灰 普通 削りだし高台，灰紬漬け掛け，高台
周辺露胎，鍔絵付け 覆土上層 70％　 瀬戸・美濃産

117
土師質
土　 器

火鉢 （4．4）
石英・艮石・赤色
粒子・雲 母りト礫 明赤褐 普通 口綾部内外両横ナデ 覆土 卜層 10％

118 陶器 揺鉢 （6．5） ［16．4］石英 ・長石
にぷい農相，

暗赤禍
普通 休部・底部内面に櫛歯状工具による

揺臥 全耐こ鋳粕
覆土 L層 20％　 瀬戸・美濃産

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材　 質 特　　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

119 砥石 （7．9） 5．3 2．7 （140） 貞岩 砥 面 1 面，情状の擦痕 あ り 覆土上層 PL24

120 砥 石 （6．8） 6．3 3，0 （270） 凝灰質泥岩 砥 面 1 面，構状の擦痕あ り 覆土上層 Pl．24

3　その他の遺構と遺物

今回の調査では，時期および性格不明の土坑47基とピット群1か所を確認した。以下，遺構と遣物について

記述する。また，遺構に伴わない遣物が出土しており，以下，特色のある遺物を抽出し，実測図を掲載する。

（1）土坑

第36号土坑（第66・67図）

位置　B2d6区に位置し，丘陵袖部に立地している。

規模と形状　長径0．74m，短径0．63mの楕円形で，

主軸方向はN1330－Wである。底面は皿状である。

深さは76cmで，壁は垂直に立ち上がっている。

覆土　3層からなり，レンズ状に堆積していること

から自然堆積と考えられる。

⑥103蜃／：一一与
A398m

でγ　。　　　2m
第66図　第1号土坑実測図
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土層解説
l　褐　　色　ローム粒子多量，炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子多量，廃土粒子。炭化粒子微量

3　褐　　色　ローム粒子多量

遺物出土状況103が出土しており，根石の可能性がある。

所見　土器が出土しておらず，時期を判断することができなかった。

第椚図　第36号土坑出土遣物実測図

第36号土坑出土遣物観察表（第67図）

0　　　　　　　　10cm

二一二二「∵十一二二一三

番号 器種 長さ 幅 厚さ 臼 材　 質 特　　　　　　　 徴 出土位 置 備　 考

103 根石 20．4 15．9 7．4 3960 花崗岩 4 面を平坦 に整形 している 覆土上層

第38号土坑（第68◎69図）

位置　Bld4区に位置し，丘陵袖部に立地している。

第68図　第38号士坑実測図

∴＿＿＿＿＿‥∴二
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重複関係　第2号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長径1・44m，短径1．25mの楕円形で，長径方向はN－250－Wである。底面は皿状である。深さ

は45cmで，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　4層からなる。ロームブロックを多く含む堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色　ロームブロック・焼上粒子微量
2　灰褐色　ロームブロック多量

3　黒褐色　ロームブロック多量，粘土ブロック微量

4　黒褐色　ロームブロック中量，粘土ブロック微量

遺物出土状況　土師器片8点（坪6，褒2），礫2点が出土している。土器はいずれも覆土中から出土しており，

人為堆積時の混入によるものと考えられる。

所見　9世紀末葉の第2号住居跡を掘り込んでいることから，時期は9世紀末葉以降と考えられる。

第69図　第38号土坑出土遣物実測図

第38号土坑出土遺物観察表（第69図）

番 号 種 別 器 種 口径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土位 置 備　 考

104 土師 器 坪 （3．9） ［6．6］
石 英 ・長 石 ・赤 色
粒 子 ・雲 母 ・小 礫 橙 普通 内面へラミガキ，体部下端回転へ ラ

削り，底部回転へラ切 り 覆土 30％　 内面 黒色 処 理

105 土 師器 椀 （4．2） －
赤 色 粒 子 ・雲 母 ・

小 礫
にぷ い橙 普 通 内面へ ラミガキ，休部下端回転へラ

削 り 覆 土
5％　 塁書　 体部　 人面カ
内面 黒色 処 理　 PL2 1

（2）ピット群

第1号ピット群（第70・72図）

位置　調査区東部のBIco区からB2d6区に位置し，丘陵裾部に立地している。

規模と形状　南北6m，東西25mの範囲から13

か所のピットを確認した。径10～15cmの円形で，

深さは15～45cmである。遺構図は全体図で示し

た。

遺物出土状況121がPlから出土している。

所見13か所のピットを確認したが配列に規則

性は見られない。時期・性格ともに不明である。

第1号ピット群出土遺物観察表（第70図）

二三二三至丁 0　　　　　　5cm

L‥　j　」

第70図　第1号ピット群出土遺物実測図

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

121 土師器 高台付椀 （2．4） ［7．6］ 石英・長石・雲母・
小礫 にぷい橙 普通

内面へラミガキ，底部回転へラ切り
後高台貼り付け，底部内面不定方向

へラミガキ

Pl覆土 20％　 底部外面墨痕
内面黒色処理
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（3）遺構外出土遣物

第71図　遺構外出土遺物実測図

遺構外出土遣物観察表（第71図）

番 昌一 種 別 器 種 口径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土位 置 備　 考

12 2 土師 器 高台 付皿 （2．2） 5．8
石 英 ・長 石 ・赤 色
粒 子 ・雲 母 りト礫

明 赤禍 良好
内面へラミガキ，体部下端回転へラ
削り，底部回転へラ切り後高台貼り

付け

表 土

30％　 墨 書　 底 部 外 面
「末 」 体 部 下端 か ら高 台
部 「□ □」 内面 黒色 処

理　 PL 22

12 3 土師 器 椀 （2．3） 6．5 長 石 ・小 礫 ・雲 母 にぷ い橙 良好
内面へラミガキ，休部下端回転へラ
削り，底部回転へラ切 り後高離 占り
付け

表 土
30％　 墨 書　 底 部 外 面
「矢 」 休 部 「矢 ヵ」 内
面 黒色 処 理　 PL22

124 土師 器 鉢 ［23．3］ （13．4） 石 英 ・長 石 ・小 礫 にぷ い橙 普通
口緑部内外面横ナデ，休部外面へ ラ

削り後横ナデ，内面横ナデ
表土 30％

125 土 師器 坪 （0 ．9）
石 英・長石 ・雲 母 ・
砂粒

にぷ い橙 普 通 内面へラミガキ，底部回転へラ切り 表土 5 ％　 墨書　 底 部 「□」

126 瓦質 土 器 内耳 鍋 － （6．9）
石 英 ・長 石 ・赤 色

粒 子
黒 普 通 内外面ナデ，耳知貼り付け 表土 10 ％

番 号 器 種 L 径 下 径 厚 さ 重量 材　 質 特　　　　　　　　 徴 出土 位 置 備　 考

127 紡 錘 車 ［5．2 ］ ［3 ．6］ 1．5 （20） 粘 土 孔 径 1．O c恥　 側 面 へ ラ 削 り 表 面採 集
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表13　住居跡一覧表

番号 位 置 主軸方向 平面形
規　 模 （m ）

壁高
（cm）

床面
内部施 設

覆土 出土遣物 時　 代 備　 考
新旧関係（旧→新）長軸m ）×短軸（m ） 壁溝 主柱穴貯蔵穴 ビット出舶 窓堰

1 B 2 d∠婁 N －6ぐ．一E ［方形］ 3．34 ×（2．10） 40へノ45 平坦 ［全周］ 2 1 1 自然 土師器 碑，楓 高台付

軋 寮），須恵器 （寮）
9 世紀末葉 本跡→SB2

2 B I c4 N －14l、…E 方形 3．56　×　3．42 8～35 全周 4 4 1 1 人為
土師器 碑，楓 高台付

軋 襲），須恵器 （婆），
土製支卿

9世紀末葉 本跡→SK38

4 A l j7 N －50－E 長方形 3．56　×　3．13 15′、27 平坦 全周 4 1 1 自然

土師器 （軒　 椀，襲），
須恵器 （軋　 高台付杯，
襲），灰紬陶器 （長頸瓶），
縄文土器，陶器

9世紀末葉～

10世紀初頭
SI6→本跡

5 A l j5 N －14 Cノ…E ［方形］ 2．45 ×（1．53） 47 平坦 － 1 人為
土師器 梱 ，椀，婆），
須恵器 （婆） 9 世紀末葉

6 A l j7 N －9㌧E ［方形］ 2．74 ×（2．10） 30～50 平坦 一部 2 1 人為 土師器 （杯，椀，襲），
須恵器 （婆） 9世紀末葉 本跡→SI4

7 A l i＿5 N －6Cl－E 方形 3．08　×　2．92 7′一一62 平坦 4 1＿ 自然
土師器 （軒　 椀，襲），
須恵器 （杯，婆），石製
支脚，土製支脚

9世紀末葉

表14　士坑一覧表

番号 位置 長径方向 平面形
規　 模 ！深さ

）（cm ）
壁面 底面 覆土 出　 土　 遣　 物 時　 代 備　 考

新旧関係（旧→新）径（軸）（m ）×短径棒由）（m

1 B 2d3 N …OCう 円形 0．97　×　0．89 44 外傾 皿状 人為 土師器 片，須恵器片

2 B 2C2 N …32。…E 舟形 0．78　×　0．48 58 外傾 皿状 人為 －

3 B 2 d2 N 136く‾‾ノーE 楕円形 1．15　×　0．98 36 外傾・緩斜 皿状 人為 縄文土器片，土師器片

4 B 2 cl N －42。－W 楕円形 1．46　× 1．20 60 外傾・緩斜 皿状 人為
－

5 B IcO N －41く1…W 楕円形 0．74　×　0．53 82 垂直 平坦 人為 土師器片

6 B ldO N －36iノーE 楕 円形 0．62　×　0．50 52 垂直・外傾 平坦 人為 土師器 片

7 B la8 N －0じ 円形 0．52　×　0．52 68 垂 直 平坦 人為 －

8 A lj6 N －0つ 舟形 1．10　×　0．67 22 外傾 皿状 人為 －

10 B 2 d3 N －65く一十E 楕円形 0．62 ×（0．41） 25 緩斜・外傾 皿状 － 土師器片 SK34→本跡

→P lO

12 B Ic9 N －87㌧E 不定形 1．30　×　0．74 16 外傾 平坦 － 土師器片

17 B lb8 N －190－W 不定形 0．91 ×　0．77 17 外傾 ・緩斜 平坦 － －

18 B 2d3 N －650＋E 円形 0．81 ×（0．56） 18 緩斜 皿状 － －
SK34－→本跡

→SK l

19 B Ic8 N …9Cノ…W 楕円形 0．50　×　0．45 85 垂直 平坦 － 土師器片

20 B Ic8 N －27。－W 円形 1．00　×　0．96 18 外傾 皿状 － 土師器片

21ム B ld8 N －170－E 楕円形 0．40 ×（0．28） 9 緩斜 皿状 － － 本跡→SK23

22 B Ic8 N －Orン 円形 0．28　×　0．28 107 垂直 平坦 … －

23 B ld8 N －0ぐう 円形 0．97　×　0．90 24 緩斜 皿状 － 土師器片 SK21→本跡

24 B Ic7 N －68C－E 円形 0．44　×　0．40 16 外傾 平坦 － 土師器片 SK25一→本跡

25 B Ic7 N －30㌧W 楕円形 0．95　×　0．63 52 外傾 平坦 － － 本跡→SK24

26 B Ic7 N －18。ーW 長楕円形 1．55　×　0．64 32 外傾 皿状 － －

27 B ld7 N －OC 楕円形 1．05　×　0．88 18 緩斜 皿状 － 縄文 土器片

28 B Ic6 N －55。－W 円形 0．98　×　0．92 11 緩斜 平坦 － －

29 B 2d5 N 184㌧E 楕 円形 1．13　×　0．84 48 外傾 平坦 － 土師器片

30 B l＿d7 N …41しノーW 円形 1．10　× 1．03 18 外傾 ・緩斜 皿状 － －

31 B ld7 N －57㌧W 楕円形 0．85　×　0．69 14 外傾・緩斜 皿状 － － 本跡→SK32

32 B ld7 N －23。－E 舟形 1．17　×　0．78 29 外傾 平坦 － － SK31→本跡

33 B ld6 N …57′ノーE 楕円形 1．08　×　0．87 129 垂直 皿状 － －
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兎 に1 位置 長径方向 平面形
規　 模 深さ

（cm ） 壁 面 底面 覆土 出　 土　 遺　 物 時　 代
備　 考

新旧関係纏→新）田‾7テ
長径湘 nlX短径働 m

34 B 2 d3 N －65㌧E 長楕円形 （0．84）× 0．69 16 緩斜 皿状 － 縄文土器片，土師器片
本跡→SKlO・

18

36 B 2 d6 N －33しこ－W 楕円形 0．74　×　0．63 76 垂直 皿状 自然 －

37 B I c9 N －22㌧W 不定形 0．98　×　0．71 56 イ 肌状 … －

38 B l d4 N …25、、一W 楕円形 1．44　× 1．25 4 5 外傾 皿状 人為 土師器 片 SI2 →本跡

40 B 2 d4 N …58㌧E 楕 円形 1．28　× 1．12 4 5 外傾 平坦 人為
土師器片 ，須恵器片，

土製 品
9世紀代 本跡→SB2

44 B 2 d2 N …0ミラ 円形 0．45　×　0．44 36 外傾 皿状 －
縄 文 土器 片， 土師器

片

46 B la 4 N －58∵－W 楕円形 1．30　×　0．78 22 外傾・緩斜
－ － …

47 B l a 4 N －46。－W 円形 0．50　×　0．47 12 外傾 － －

48 B l a 4 N －32しつ－W 楕円形 1．06　×　0．76 18 外傾 皿状 － －

表15　掘立柱建物跡一覧表

番 号 位 置 桁 行 方 向
柱 間 数

（桁 ×梁）
規模 （m ） 面 積 （最 ） 構 造

桁 行 柱 間

（m ）

梁間 柱 間

（m ）
柱穴平面形 深 さ（cnl） 主な 出土 遺 物 備 考 （時期 ）

1 B l a9 N －5 Cノ＋E 4 ×2 9．69 ×8．2 8 80．23 側 柱 1．0′、3 ．0 1．7／）2．0 円形 10 ′′・、48 縄文土器片，土師器片，根石 近 世 カ

2 B 2 d 4 N －7 しこ‾－E （3 ）×2 3．8 ×2．6 9．88 側 柱 1．5′～1．8 1．4 円形 3 0ノー～80 …
近 世 カ

3 B 2 d4 N －7 ㌧E 1 ×1 1．7 ×‾1．7 2．89 側 柱 1．7 1．7 円形 2 5へノ65 瓦質土器 （鉢） 近 世 カ

表16　井戸跡一覧表

番号 長軸方向 平面形
規　　 模

覆土 出　　 土　　 遺　　 物 時　 代
備　 考

新旧関係（旧→新）
長径㈲ m x短径（輔m 深さ（cm ）

l＿ B Ic6 N －66。ーW 楕円形 1．58　× 1．40 （250） －
土師質土器片（火釦，瓦質土器片伏鉢），陶器片（碗溜

鉢），石製晶（砥石）
近世
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第4節　ま　と　め

今回の調査は上加賀田宮後東遺跡全体の一部分にすぎず，遺跡がさらに広がっていることは分布調査の経緯

からも明らかである。ここでは，調査で出土した墨書土器を中心に取り上げ，若干の考察を加えてまとめとし

たい。

今回の調査では，9世紀末葉の竪穴住居跡5軒と9世紀末葉から10世紀初頭の竪穴住居跡1軒が確認された。

出土土器に時期差が見られないことから，短期間に集落が営まれ，廃絶されていった小規模な集落と考えら

れる。確認された遺構件数は少ないが，墨書土器および墨痕がある土器が多量に出土しており，その総数は35

点である。その他，箆書土器3息　刻苦土器2点が確認されている。遺構ごとに見てみると，墨書土器および

墨痕がある土器は第1号住居跡から6点，第2号住居跡から9息　第4号住居跡から10息　第6号住居跡から

1点，7号住居跡から3点であり，その他の遺構への流れ込み◎混入したものと考えられるものは3息　遺構

外から3点である。箆書土器は第1号住居跡から1点，第2号住居跡から1息　刻苦土器は第2号住居跡から

2点である。

墨書された土師器の器種は，杯◎椀◎高台付皿の供膳具であり，煮炊具である婆には確認されなかった。墨

書の部位は，底部外面に書かれたのは2点であり，その他はすべて体部外面である。使用時に見える場所に書

かれており，「見ることを意識している」ということが指摘1）されており，当遺跡の墨書土器もこれに当ては

まる。使用者に常に認識させることができ，そのことが目的であったと考えられる。

文字の種類であるが，判読が可能なものでは「久賓」e「千」e「仔」e「矢上「峯」e「末」の6種類である。「久」

や「賓」の一一一文字については，破片資料であることから「久賓」の一字である可能性が高い。遺跡の性格を示

唆するような文字◎語句は見ることができず，その意味を解することができない。

文字資料の出土分布を見ると，6軒の竪穴住居跡中5軒から出土しており，出土していない第5号竪穴住居

跡は，出土遣物も少ない。同じ文字が複数の住居跡から出土しており，1軒の住居跡のみから出土する特定の

文字は見られない。集落の全域は調査されてないため分布の様相をすべて把握できないが，一集落からの文字

資料の絶対量は高いことが推測でき，集落の全域に広がっていた可能性は高い。

竪穴住居跡内での文字資料の出土状況をみると，覆土中からの出土が大半であり，床面からの出土はわずか

である。また，破片資料がほとんどで接合するのはわずかであり，土器片を観察すると，日録部内面や底部内

面の摩滅が著しい。さらに，墨が薄くなっており，現在までの時間の経過を考慮する必要もあるが，これらの

土器は墨書されてからある程度の期間，日常の食器として使用されていたと考えられる。そして，住居廃絶時

に不用になった土器などとともに，廃棄されたものと考えられる。竃袖部内から出土している墨痕が見られる

破片は，何らかの祭祀行為ではなく，使用後に破損した墨書土器を竃補強材に利用したものと考えられる。

本遺跡は9世紀末～10世紀初頭に突如出現し，短期間で廃絶された集落である。集落が形成された理由を示

唆する資料は，今回の調査では確認されなかったため定かではないが，多量に出土した墨書土器は，この地域

を開発した集団の標識文字としての固有の文字だったと考えられる。

1）奈良・平安時代班「茨城県域における文字資料集成2」『研究ノート』10号　茨城県教育財団　2001年6月
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享　　薫　　三　　幸三

申　　出　　遺　　跡

福　原　抑　越　塚　群

丑加賀田宮後東遺跡



中 山 遺 跡 PLl



第3号陥し穴
完　掘　状　況

ノ



山 遺

第6号陥し穴
第34号土坑
完　掘　状　況

第32号土坑
遺物出土状況



中　山　遺　跡

第1号住居跡，第20・24・28・32・36号土坑，遺構外出土遺物

遺構外－24



中　　山　遺　跡

遺構外－34 遺構タト35

SK38－21

PL5

遺構外－33

遺構外－32



ヰ 才　越 群



福原打越塚群

第1号住居跡
完　掘　状　況

第2号住居跡
完　掘　状　況

第1号墓場
完掘状況



福原打越塚群

第2号墓墳
完掘状況



福原打越塚群

第　2　号　塚
遺物出土状況

第4号塚土層断面



PLlO 福原打越塚群

第1号住居跡，遺構外出土遺物



福原打越塚群

遺構外－51

第1号住居跡，第2号塚，遺構外出土遺物

PLll

Sl1－7

SIト6

遠構外139

TK2－41 遺構外－52



PL12 福原打越塚群

遺構タト53

第2号住居跡，第2号墓填，遺構外出土遺物



上加賀田宮後東遺跡

完掘全景
（西側より）

第1号住居跡
完　掘　状　況

第1号住居跡
遺物出土状況



第1号住居跡
遺物出土状況

第2号住居跡
完　掘　状　況

第2号住居跡
竃遺物出土状況



上加賀田宮後東遺跡

第4号住居跡
完　掘　状　況

第4号住居跡
遺物出土状況

第4号住居跡
竃遺物出土状況



上加賀田宮後東遺跡

第5号住居跡
完　掘　状　況

第5号住居跡
遺物出土状況



上加賀田宮後東遺跡

第5号住居跡
遺物出土状況

第6号住居跡
遺物出土状況

第6号住居跡
遺物出土状況



上加賀田宮後東遺跡

第7号住居跡
竃完掘状況

第7号住居跡
竃完掘状況

第7号住居跡
竃遺物出土状況



第1号掘立柱建物跡
完　掘　状　況

第2号掘立柱建物跡
完　掘　状　況

第3号掘立柱建物跡
鉢　埋　設　状　況



上加賀田宮後東遺跡

第40号土坑
完掘状況

第1号井戸跡
遺物出土状況



上加賀田宮後東遺跡 PL21



PL22 上加賀田宮後東遺跡

磁
遡
忘
臨
彪

第2号住居跡，遺構外出土遺物



上加賀田宮後東遺跡

S14－56

第1・2・4・7号住居跡，第40号土坑出土遺物

PL23

l＿＿空車享‾ぎ
S17－76



PL24 上加賀田宮後東遺跡

SE1－120 SE1－119

第4・7号住居跡，第3号掘立柱建物跡，第1号井戸跡出土遺物
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